
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

大田区 

令和４年度 

大田区環境アクションプランに基づく実績報告 

～大田区の環境～ 
 



「大田区の環境」 作成にあたって 

 

平成24年３月に、平成24年度から10年間の計画として「大田区環境基本計画」を策定   

しました。大田区の施策を環境の視点から整理・体系化し、環境の保全に関する基本的方  

向を示しています。 

計画策定から５年目にあたる平成28年度には、施策体系や取組内容等に関する中間見直 

しを行い、「大田区環境基本計画（後期）」を策定しました。 

「大田区環境基本計画（後期）」は令和３年度で計画期間が終了となるため、「第２次大

田区環境基本計画」の策定を予定していましたが、新型コロナウィルス感染症の影響によ

り、上位計画である「大田区長期基本計画」の策定が延期になったことなどを踏まえ、「第

２次大田区環境基本計画」の策定を延期することとしました。 

そのため、「大田区環境基本計画（後期）」と令和７年度からの「第２次大田区環境基本

計画」の間をつなぐ緊急計画として位置付けた、「大田区環境アクションプラン」を令和３

年度に策定しました。 

「大田区の環境」は、「大田区環境基本計画」の進行管理にあたり、取組の実績等、進   

捗状況を点検・評価するものです。 

今後も「大田区の環境」を毎年度発行し、「大田区環境アクションプラン」の進行管理を

確実に実施してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【報告対象】   大田区内全域および庁内における大田区環境基本計画に基づく取組 

 

【報告対象期間】 令和４年４月１日～令和５年３月31日 

 

【発行日】    令和５年12月 日 

 

【作成者】    大田区 環境清掃部 環境計画課 

         東京都大田区蒲田5-13-14 

         電話 03-5744-1362  

 

 

 

 

【ウェブサイト】 

 

http://www.city.ota.tokyo.jp/seikatsu/sumaimachinami/kankyou/plan/otakunokankyo.html 
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令和４年３月 

大田区環境アクションプラン策定 

大田区の 

環境調査報告書 

～騒音・振動、大気、 

水質等の調査～ 

環境面の施策 

計
画
の
進
捗
報
告 

・年 1回発行 

本報告書の位置付け 

詳細情報 

大田区 10 か年基本計画 

おおた未来プラン 10 年 

新おおた重点プログラム 

・環境基本計画に基づく 

取組に関する年次報告 

・年１回発行 

 

令和４年度 

大田区環境アクションプランに基づく実績報告 

～大田区の環境～ 

 

大田区 

基本目標 C 

 

大田区の環境調査報告書 
～騒音・振動、大気、水質等の調査～ 

 

大田区 環境清掃部 環境対策課 

大田区の環境 

大田区基本構想 

【大田区の将来像】 

地域力が区民の暮らしを支え、未来へ躍動する国際都市おおた 

大田区ホームページ 

>生活情報 

>住まい・まちなみ・環境 

>環境・地球温暖化対策・公害 

>環境関連の計画 

・令和６年度までの３年間の計画 
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本計画では、5 つの基本目標のもと、各基本目標の達成に向けた環境保全の取組を推進

します。 

 特に複雑多岐にわたる環境課題の解決のためには、区や区民等、区内事業者など大田区

を構成する様々な主体と協力体制を構築する必要があるため、「基本目標Ａ：環境課題の

解決に向けたパートナーシップの推進」を他の基本目標ＢからＥまでを包括した分野横断

的な目標として位置付けます。 

 

【本計画の基本目標】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 基本目標Ａ：環境課題の解決に向けた 
パートナーシップの推進 

（分野横断目標） 

基本目標Ｂ：気候変動緩和策の推進 

  (地球温暖化対策実行計画(区域施策編)) 

基本目標Ｅ：循環型社会の構築 

基本目標Ｄ：快適で安全な暮らしの実現 

基本目標Ｃ：自然共生社会の構築 

  (生物多様性地域戦略) 

５つの基本目標 
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環境アクションプラン施策一覧 

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

Ｂ－３
区役所による率先行動

（１）大田区役所エコオフィス推進プランの推進

（２）公共施設の脱炭素化の促進

（３）庁有車から排出される温室効果ガスの削減

基本目標Ｂ　気候変動緩和策の推進

取組方針 施策

Ｂ－１
脱炭素ライフスタイルへの転換

（１）区民の行動変容の促進（区民運動「おおたクールアクション」）

（２）事業者の行動変容の促進（おおたクールアクション推進連絡会）

（３）３Ｒ＋Renewableの推進（後掲）

Ｂ－２
脱炭素まちづくりの推進

（１）建築物の脱炭素化の促進

（２）移動手段の脱炭素化の促進

（３）再生可能エネルギーの導入拡大

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

Ｃ－２
水と緑のネットワークの構築

（１）緑の基盤づくり

（２）水の環境軸の形成

基本目標Ｃ　自然共生社会の構築

取組方針 施策

Ｃ－１
まちを彩り心を潤す緑事業

（１）緑の普及啓発

（２）緑の育成・保護

Ｃ－３
生物多様性の保全・再生

（１）生物多様性の理解促進

（３）特定外来生物の防除

（４）生き物の生育・生息空間づくり

（２）自然・生物調査
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ー

ー

ー

ー

ー

ー

Ｄ－２
環境保全対策

（１）騒音・振動調査

（２）大気環境の保全対策

（３）水環境の保全対策

基本目標Ｄ　快適で安全な暮らしの実現

取組方針 施策

Ｄ－１
美しい都市環境の創造

（１）歩きたばこ・路上喫煙対策

（２）地域美化活動の推進

（３）景観計画の推進

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

（３）廃プラスチックに関する取組

基本目標Ｅ　循環型社会の構築

取組方針 施策

Ｅ－１
３Ｒ＋Renewableの推進

（１）ごみ減量・３Ｒ推進のPRの充実

（２）リサイクル活動等の推進

（５）資源循環学習教室等の実施

Ｅ－２
さらなるごみの適正処理推進

（１）有用金属の再資源化

（２）徹底した分別によるリサイクルの推進

（３）事業者に対する指導強化

（４）食品ロスの削減
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環境アクションプランに基づく取組内容（令和４年度） 

資料説明 

【評価について】 

○令和４年度の取組内容とその評価を記載しております。 

○評価に関しては、以下の基準に基づきます。 

 Ａ・・・・・計画以上の進捗があった 

 Ｂ・・・・・計画どおりの進捗があった 

 Ｃ・・・・・一部進捗した 

 Ｄ・・・・・進捗しなかった 
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基本目標Ａ 環境課題の解決に向けたパートナーシップの推進 

 
取組方針 Ａ-１  環境にやさしいライフスタイルへの転換 

施策 （１）環境意識の醸成 

事業概要 
イベントやセミナー等の開催を通じて環境課題を共有し、具体的な解決策を提示

することで、環境を意識したライフスタイルへの転換を促します。 

 

事業名 ①環境月間事業 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

【環境月間パネル展】 

○区の環境の現状や環境施策を広く区民に周知するため、環境月間にあわせてパ

ネル展示や区ホームページでの情報発信、クイズを行いました。 

本庁舎２階環境啓発コーナー（６月）、同３階パネル展示（６/６～10） 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合 

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ②地球温暖化防止講演会（アンバサダー） 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○地球温暖化防止の機運醸成と取組を推進するため地球温暖化防止講演会をオン

ラインで開催しました。後援会の様子は、後日オンデマンド配信しました。 

・日程 令和４年６月 18 日（土）  

・講師 依田 司氏 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合 

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ③CSR を活用した施設見学会（そらエコ、工場見学会） 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○小中学生を対象に、区内企業と連携した施設見学会を開催しました。 

・JAL 工場見学とそらエコ教室 

令和４年８月 13日(土) オンライン開催 参加者 238 人 

令和４年 12 月 23 日(金)  現地開催 参加者 30人 

講師 日本航空(株) 

・リーテムオンライン工場見学会  

令和４年８月８日(月) オンライン開催 参加者 84 人 

講師 (株)リーテム 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合 

＜担当部＞環境清掃部 
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事業名 ④エコライフ講習会 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○地球にも家計にもやさしい省エネ住宅をテーマに「家庭向け住宅セミナー」を実

施しました。 

消費者生活センター 参加者 26 人 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ⑤エコレシピコンクール 評価  

令和４年度 

取組内容 

○隔年事業のため令和４年度は未実施です。 

令和５年度 

実施方針 

継続 拡大 縮小 ○終了   

（理由）※縮小/終了の場合 

 事業見直しのため。 

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ⑥食品ロス*削減実践講座 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○食品ロス*削減のために家庭でできる「環境と身体にやさしいエコレシピ」とな

る、「６分で分かるまるごと野菜のエコレシピ」を大田区公式 YouTube チャンネ

ルにて公開しました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ⑦フードドライブ 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○家庭に眠る未利用食品を区に持ち寄っていただき、これを福祉団体等に寄付す

る「フードドライブ」を実施しました。 

・実施日 (第１回)６月 13 日(月)～17 日(金) 

      (第２回)９月 12 日(月)～16 日(金) 

      (第３回)１月 23 日(月)～27 日(金) 

・回収場所 池上・嶺町・羽田・矢口特別出張所、環境計画課 

※第３回以降、入新井特別出張所を追加 

・参加者数 555 人 

・寄付内容 商品数計 8,432 点、重量計 2144.89 ㎏ 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 
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事業名 ⑧各種イベントの出展 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○多摩川清掃工場 環境フェアー2022 に参加しました。ごみの積込み体験やパネ

ル展示、チラシ配布等を行いました。（10 月 16 日） 

○第 49 回大田区生活展に参加し、パネル展示を実施しました。 

（10 月１日～11月 30 日） 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

 

 

取組方針 Ａ-１  環境にやさしいライフスタイルへの転換 

施策 （２）環境情報の発信 

事業概要 
区ホームページ、SNS などの活用や、リーフレット、情報誌の配布を通じ、環境課

題の解決や保全に必要な情報を発信します。 

 

事業名 ①SNS やホームページ、各種媒体を通じた環境情報の発信 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○DX 推進に向けホームページや SNS を活用した普及啓発に取組みました。 

○「依田さんからのクールアクション」として、省エネなどの環境にやさしい具体

的な実践行動を月１回、区公式ツイッターに掲載しました。 

○健康づくり課が所管する「健康アプリ」のタイムライン機能を活用し、自らの環

境にやさしい取組みを紹介する「わたしのエコ自慢キャンペーン」を実施しまし

た。 

・第７弾（６月１日～７月 31 日） 「わたしの夏の省エネアイデア自慢」 

・第８弾（12 月１日～１月 31 日) 「冬が旬の食材を使用した料理自慢」 

○健康づくり課が所管する「健康アプリ」のタイムライン機能を活用し「ごみゼロ

ウォーク（SNS）」を追加しました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ②環境啓発コーナーの活用 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○月ごとに内容を変えてパネルの表示、チラシの配布を行いました。 

○夏休み期間は週替わりでクイズを行い、夏休みの小中学生への参加意欲向上を

図りました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

 



9 

 

事業名 ③地球温暖化防止アンバサダー事業 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○地球温暖化防止の機運醸成と区民運動「おおたクールアクション」*の推進を目

的に区出身の気象予報士である依田司氏と NPO 法人気象キャスターネットワー

クを大田区地球温暖化防止アンバサダーに任命しました。 

・任命期間  令和４年６月１日～令和６年５月 31 日(２年間) 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ④ゴミ分別アプリ 評価 Ａ 

令和４年度 

取組内容 

○各種媒体を活用し周知を行いました。 

 ・区ホームページ 

 ・清掃だより（令和４年 11 月号） 

 ・区報（令和４年５月 11 日号、８月 21 日号） 

 ・区設掲示板（令和４年 11 月１日～14 日掲出） 

 ・デジタルサイネージ（令和５年１月１日～31 日公開） 

・「資源とごみの分け方・出し方」パンフレット 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

 

 

取組方針 Ａ-１  環境にやさしいライフスタイルへの転換 

施策 （３）次代を担う人材の育成 

事業概要 
より良い地球環境を未来に継承していくため、地球全体で次代を担うこどもたち

の環境意識の向上に取り組みます。 

 

事業名 ①エコフェスタワンダーランド 評価 Ａ 

令和４年度 

取組内容 

○子どもを主に、広く区民の環境意識の高揚を図ることを目的として、「地域から

考える地球の未来」をテーマに、区民・事業者・区が協働して開催しました。池

上会館での体験型イベント及び環境講座、オンラインで実施しました。 

・池上会館 令和５年２月 12 日 

・オンライン 令和５年１月 10 日～２月 28 日 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 
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事業名 ②環境にやさしいポスターコンクール 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○区内の小中学校の児童・生徒を対象に、「地球にやさしいまちづくり」のポスタ

ーを募集し、入選作品を大田区ホームページ、区施設、清掃工場、バス等で展示

しました。 

・応募数 429 点 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ③こども環境教室（環境清掃部） 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○燃料電池車（公用車）と企業の CSR を活用し、｢こども環境教室｣を開催しまし

た。 

・「燃料電池車の出前授業」1校実施 

（令和５年 10月 27 日 参加者 小学５年生 57 人） 

【協力企業】東京ガスネットワーク株式会社 

○区内の子どもたちを対象に、企業と連携した施設見学会を開催しました。 

【協力企業】日本航空株式会社、株式会社リーテム 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ④環境教育（教育総務部） 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○東京都教育委員会が作成した環境教育掲示用教材、解説書、ワークシートを活用

し、各学校の実態に応じた取組みを実施しました。 

○社会科・理科の指導において地球温暖化についての学習を継続的に行い、児童・

生徒が二酸化炭素（CO2）の排出量削減に向けて取組む態度を育成しました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞教育総務部 

事業名 ⑤伊豆高原、とうぶの学習ガイドの活用 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○新型コロナウィルス感染症への対応のため、小学校５年生の移動教室を中止し、

小学校６年生の伊豆高原ととうぶへ１泊２日の移動教室を実施しました。また、

学習ガイドを活用し、自然体験活動の充実を図りました。中学校１年生は、菅

平、車山、野辺山に分かれて１泊２日の移動教室を行いました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞教育総務部 
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取組方針 Ａ-２  区民等・事業者・行政の連携強化 

施策 （１）自治会・町会、団体等に向けた取組支援 

事業概要 
地域における環境課題の解決に向けた取組や環境保全活動の更なる活性化を目指

し、自治会・町会や団体等の活動を支援します。 

 

事業名 ①地域力応援基金助成事業 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

【スタートアップ助成の募集・実施】 

○新規募集（申請数 13件）を行い、小中学生がまちづくりを考える事業等６事業

に助成したほか、令和３年度からの継続事業５事業に助成しました。 

【ステップアップ助成の募集・実施】 

○新規募集（申請数５件）を行い、高齢者施設等で傾聴を伴うハンドマッサージを

実施する事業等４事業に助成したほか、令和３年度からの継続事業６事業に助

成しました。 

【チャレンジ・チャレンジプラス助成の募集・実施】 

○新規募集（申請数６件）を行い、区民や地域の ICT スキルの向上によりデジタル

デバイドの拡大防止につなぐ事業等４事業に助成したほか、令和３年度からの

継続事業２事業に助成しました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞地域力推進部 

事業名 ②区民活動情報サイト（オーちゃんネット）の運用 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

【区民活動データベースの構築・運営】 

○オーちゃんネットへの登録団体数が 811 団体となりました。（前年度比 36 団体

増）このうち、「くらし・環境」分野に関する活動を行う団体が 227 団体ありま

す。 

【地域ごとに情報を提供】 

○オーちゃんネット（Ｗｅｂサイト）による発信のほか、ｍｉｃｓ（ミックス）お

おたでは、活動団体の情報をプリントアウトし、活動分野別に閲覧できるように

しています。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞地域力推進部 
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事業名 ③地域協働研修 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○久が原地域において、自治会・町会を中心に地域のデジタル化に関する講座・ワ

ークショップを実施しました。（参加者 44 人） 

○池上地域において、地域の担い手探し、地域の活性化についてワークショップを

実施しました。（参加者 12 人） 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞地域力推進部 

事業名 ④NPO・区民活動フォーラム 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○地域活動への意識啓発及び団体間の交流を目的とした、「第 14 回 NPO・区民活

動フォーラム」を開催し、区民活動団体がブース展示・体験コーナー・お楽しみ

ショー等を通じて活動を PR しました。（29団体出展、来場者数約 700 人） 

当日会場に来られない方に向けた出展団体の紹介動画を制作しました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞地域力推進部 

事業名 ⑤生涯学習情報紙の発行 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

【生涯学習ウェブサイト、生涯学習情報誌】 

○「いつでも、どこでも学びたいときに学びたいことを学べる」環境を整備するた

め、また学びを通じたつながりを育む機会を創出するため、区内の様々な主体が

実施している生涯学習に関する情報を一元的にわかりやすく発信する大田区生

涯学習ウェブサイト「おおたまなびの森」を令和５年１月に構築しました。 

○区民が生涯学習を行うきっかけづくりのため、区民が参加できる講座、講演、催

し物等の事業をまとめた生涯学習情報誌「WaKuWaKu おおた」を年４回（６、９、

12、３月）各 1,500 部発行し、区施設へ配付しました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞地域力推進部 

事業名 ⑥団体等への活動支援 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○環境団体や NPO と連携し、「田園調布せせらぎ公園」における田んぼづくり、自

然観察会の開催、コアジサシ保護活動（森ヶ崎水再生センター屋上）の支援、水

辺の楽校の活動支援を行いました。  

※緑の講演会はＣ-１（１）③に記載あり 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 
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事業名 ⑦打ち水支援事業 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○打ち水の普及促進を目的に行う打ち水用具の給付を行った。 

給付件数 46 件 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

 

 

取組方針 Ａ-２  区民等・事業者・行政の連携強化 

施策 （２）産業分野への取組支援 

事業概要 
事業者に対して、事業活動に伴う環境負荷の低減や優れた取組の加速化を目的に

必要な支援を行います。 

 

事業名 ①民間型工場アパートの活用 評価 Ａ 

令和４年度 

取組内容 

○平成 24年６月に開設された東糀谷六丁目工場アパート（OTA テクノ CORE）は、

太陽光発電を取り入れるなど環境に配慮しており、高付加価値を生み出す中規

模企業が集積しています。平成 25 年度末には 33 ユニット全室が満室となり、

令和４年度も満室状態です。 

また、令和３年度新たに工場アパート立地助成の認定を１件行い、令和５年度の

竣工が予定されています。 

令和４年度に交付回数を 10 回から一括交付とし、より使いやすく制度を改正し

ました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞産業経済部 

事業名 ②ものづくり工場立地助成 評価 Ａ 

令和４年度 

取組内容 

○企業が事業規模の拡張や高度化のために行う工場の新増設等に係る経費の一部

を助成しました。 

○新規に助成する企業 50 社を認定し、このうち 22 件に助成を開始しました。 

○「ものづくり工場立地助成事業」の対象経費の下限を 50万円に引き下げたこと

や、省エネ化を含めた工場の設備投資の促進により、新規認定件数が前年度比で

３割増加し、過去最高となりました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞産業経済部 
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事業名 ③ものづくり企業立地継続補助金 評価 Ａ 

令和４年度 

取組内容 

○防音、防臭、防振等の操業環境の改善を目的とした工場の改修事業や、周辺環境

及び近隣住民等へ配慮するために行う工場の移転事業に係る経費の一部を助成

しました。 

○平成 26年度から実施している事業で、令和４年度は事業を実施する企業３件を

認定し、助成を実施しました。 

○令和４年度は本補助金を活用した３企業全てに加え、他の補助金を含めた全 12

企業が環境負荷軽減の設備を導入するなど取り組みを行いました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞産業経済部 

事業名 ④各種許認可等取得支援助成金 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○新製品・新技術開発支援事業では、トライアル助成１社、開発ステップアップ助

成６社、実用化製品化助成９社を採択し、助成を行いました。採択企業は、概ね

計画通りに開発を進めることができ、環境負荷の低減等の新製品・新技術の開発

促進につながりました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞産業経済部 

事業名 
⑤区商店街装飾灯設置補助金及び東京都政策課題対応型商店

街事業 

評価 Ｃ 

令和４年度 

取組内容 

○１商店街がＬＥＤ化を実施しました。 

(参考） 

１会は申請時期見直し（令和５年度予定） 

１会は会内調整遅れ、意見相違のため（令和５年度も申請はしない）。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞産業経済部 

事業名 ⑥商店街チャレンジ戦略支援事業補助金 評価  

令和４年度 

取組内容 

○本補助金を活用し、装飾灯等を LED 化する商店街はありませんでした。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞産業経済部 
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事業名 
⑦トライアル助成・開発ステップアップ助成・実用化製品化助     

 成 

評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○新製品・新技術開発支援事業では、トライアル助成１社、開発ステップアップ助

成６社、実用化製品化助成９社を採択し、助成を行いました。採択企業は、概ね

計画通りに開発を進めることができ、環境負荷の低減等の新製品・新技術の開発

促進につながりました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞産業経済部 

事業名 ⑧海外からの視察および工場見学 評価 Ａ 

令和４年度 

取組内容 

○10 月 18 日 エチオピア政府高官による本羽田二丁目第二工場アパート（テクノ

WING）視察の対応をしました。 

○１月 31日 エチオピア政府実務者による本羽田二丁目第二工場アパート（テク

ノ WING）視察の対応をしました。 

○その他 産業振興協会で、12 団体（106 人）の海外視察対応をしました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞産業経済部 

事業名 ⑨公衆浴場施設改善助成 評価 Ａ 

令和４年度 

取組内容 

○東京都の「公衆浴場クリーンエネルギー化等推進事業補助金」を活用し、６浴場

（高効率空調機設置等）実施しました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞産業経済部 
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取組方針 Ａ-２  区民等・事業者・行政の連携強化 

施策 （３）主体間連携の推進 

事業概要 

区と事業者等との連携により、環境課題の解決に取り組むためのプラットフォー

ムづくりを進めます。また、区の環境課題の解決に寄与する取組を実施する事業者

と協定を締結し、ともに行動する体制を整備します。 

 

事業名 ①エコフェスタワンダーランド実行委員会 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○エコフェスタ参加者による実行委員会がエコフェスタワンダーランドを運営し

ました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ②おおたクールアクション推進連絡会*への活動支援 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○活動に必要な各種会議を開催しました。 

・幹事会（オンラインおよび現地）４回 ・総会（書面）１回 

○賛同団体による情報共有および連携強化、事業者による脱炭素社会*実現に向け

た機運醸成を目的に「おおたクールアクションのつどい」を開催しました。 

・開催日時 令和５年２月２日 

・参加者等 賛同団体（現地＋オンライン 参加者 40 人） 

・内容   賛同団体による活動報告会及び、基調講演を開催  

○区民に向けた普及啓発活動を目的に「区民運動おおたクールアクション」のポス

ターおよびパネル作成し、賛同団体の事業所や区施設に掲出しました。 

○各イベントに出展し、「区民運動おおたクールアクション」および賛同団体の取

組みを周知しました。 

○賛同団体による「おおたクールアクション推進連絡会*」の名義使用およびロゴ

マークの活用により、連絡会等の取組みを周知しました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ③大田区食べきり応援団* 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○食品ロス*削減に取り組む飲食店等を登録しました。（大田区環境公社委託事業） 

３月 31 日時点 48 件 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 
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事業名 ④地産地消型未利用食品マッチング 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○区内事業者から排出される食品ロス*について、食品を必要としている区内の福

祉団体等とマッチングして有効活用を図りました。（大田区環境公社委託事業） 

実施件数 ７件 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ⑤協定事業者との連携 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○KURADASHI、TABETE などの協定事業者と連携しフードシェアリングサービスの紹

介を通じて食品ロス*削減の普及啓発を図りました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

 

 

取組方針 Ａ-３  活動意欲の創造 

施策 （１）活動意欲や企業価値の向上 

事業概要 
環境課題の解決に寄与する取組や積極的に地域の環境保全活動に参画する区民、

団体、事業者等を表彰することで、活動意欲や企業価値の向上を図ります。 

 

事業名 ①廃棄物削減量および資源化推進優良事業者の表彰 評価 Ａ 

令和４年度 

取組内容 

○事業用大規模建築物における廃棄物の減量及び適正処理に顕著な成果を挙げた

優良事業者を計３件表彰しました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ②新製品・新技術コンクルール 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○新製品・新技術コンクールでは、有望なアイデア９件を輩出し、特別賞として

『薄さ 0.04mm の炭素繊維一方向性シート材「AIフィルム」』におおた ECO 推進

賞を進呈しました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞産業経済部 
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事業名 ③各主体の取組表彰とマッチング 評価 Ａ 

令和４年度 

取組内容 

○「ゼロカーボンシティ表明記念」として、地域貢献度が高く、大田区と連携した

取組みを行っている５の事業者（団体）に、感謝状及び記念品の贈呈を行いまし

た。 

令和５年度 

実施方針 

継続 拡大 縮小 ○終了   

（理由）※縮小/終了の場合  

ゼロカーボンシティ表明の初年度を記念した事業のため。 

＜担当部＞環境清掃部 
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基本目標Ｂ 気候変動緩和策の推進（地球温暖化対策実行計画（区域施策編）） 

 

取組方針 Ｂ-１  脱炭素ライフスタイルへの転換 

施策 （１）区民の行動変容の促進（区民運動「おおたクールアクション」*） 

事業概要 

地球温暖化や気候変動の問題を“自分ごと”として捉え、区民一人ひとりが解決の

ための行動を実践する区民運動「おおたクールアクション」*を推進します。 

区は、「おおたクールアクション」を通じて、区民が脱炭素型のライフスタイルに

転換していく契機を創出するために、地球温暖化や気候変動の現状、影響などの課

題を共有するとともに、解決のための具体的な実践行動を発信することで、家庭か

ら排出される二酸化炭素の削減を図ります。 

 

事業名 ①大田区地球温暖化防止アンバサダーの任命 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○地球温暖化防止の機運醸成と区民運動「おおたクールアクション」*の推進を目

的に区出身の気象予報士である依田司氏と NPO 法人気象キャスターネットワー

クを大田区地球温暖化防止アンバサダーに任命しました。 

・任命期間  令和４年６月１日～令和６年５月 31 日(２年間) 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ②地球温暖化防止講演会（アンバサダー） 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○地球温暖化防止の機運醸成と取組を推進するため地球温暖化防止講演会をオン

ラインで開催しました。後援会の様子は、後日オンデマンド配信しました。 

・日程 令和４年６月 18 日（土）  

・講師 依田 司氏 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ③啓発用リーフレット等の作成 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○大田区地球温暖化防止アンバサダーの依田司氏が出演する「区民運動おおたク

ールアクション」の PR動画、実践動画、実践ハンドブッグを作成しました。 

○子どもたちの環境意識の向上を目的に「はねぴょんの地球にやさしい行動シー

ル」を全区立小学校５年生に配付しました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 
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事業名 ④区 HPや SNS を活用した情報発信 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○DX 推進に向けホームページや SNS を活用した普及啓発に取組みました。 

○「依田さんからのクールアクション」として、省エネなどの環境にやさしい具体

的な実践行動を月１回、区公式ツイッターに掲載しました。 

○健康づくり課が所管する「健康アプリ」のタイムライン機能を活用し、自らの環

境にやさしい取組みを紹介する「わたしのエコ自慢キャンペーン」を実施しまし

た。 

・第７弾（６月１日～７月 31 日） 「わたしの夏の省エネアイデア自慢」 

・第８弾（12 月１日～１月 31 日) 「冬が旬の食材を使用した料理自慢」 

○健康づくり課が所管する「健康アプリ」のタイムライン機能を活用し「ごみゼロ

ウォーク（SNS）」を追加しました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ⑤施設見学会 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○小中学生を対象に、区内企業と連携した施設見学会を開催しました。 

・JAL 工場見学とそらエコ教室 

令和４年８月 13日(土) オンライン開催 参加者 238 人 

令和４年 12 月 23 日(金)  現地開催 参加者 30人 

講師 日本航空(株) 

・リーテムオンライン工場見学会  

令和４年８月８日(月) オンライン開催 参加者 84 人 

講師 (株)リーテム 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ⑥各種セミナー  評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○区民の環境意識向上を目的として行う、区主催イベントにおける環境に関する

普及啓発活動を実施しました。 

・区民向け省エネ住宅セミナー（参加者 26 人） 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 
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事業名 ⑦こども環境教室 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○燃料電池車（公用車）と企業の CSR を活用し、｢こども環境教室｣を開催しまし

た。 

・「燃料電池車の出前授業」1校実施（令和５年 10 月 27 日 参加者 小学５年

生 57 人） 

協力企業 東京ガスネットワーク株式会社 

○小中学生を対象に、区内企業と連携した施設見学会を開催しました。 

・JAL 工場見学とそらエコ教室 

令和４年 ８月 13 日(土) オンライン開催 参加者 238 人 

令和４年 12 月 23 日(金)  現地開催 参加者 30人 

講師 日本航空(株) 

・リーテムオンライン工場見学会 

令和 4 年 8月 8日(月) オンライン開催 参加者 84 人 

講師 (株)リーテム 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ⑧エコレシピコンクール 評価  

令和４年度 

取組内容 

○隔年事業のため令和４年度は未実施です。 

令和５年度 

実施方針 

継続 拡大 縮小 ○終了   

（理由）※縮小/終了の場合 

 事業見直しのため。 

＜担当部＞環境清掃部 
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取組方針 Ｂ-１  脱炭素ライフスタイルへの転換 

施策 （２）事業者の行動変容の促進（おおたクールアクション推進連絡会*） 

事業概要 

区内の団体や事業者と区で構成する「おおたクールアクション推進連絡会*」が中

心となって自らの取組を共有・発信することで「おおたクールアクション」の機運

を区内全体へ拡大します。また、事業から排出される二酸化炭素を削減するととも

に、環境負荷の低減に向けた新たなビジネスの創出を支援することで、脱炭素社会
*への貢献を目指します。 

 

事業名 ①おおたクールアクション推進連絡会*への活動支援 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○活動に必要な各種会議を開催しました。 

・幹事会（オンラインおよび現地）４回 ・総会（書面）１回 

○賛同団体による情報共有および連携強化、事業者による脱炭素社会*実現に向け

た機運醸成を目的に「おおたクールアクションのつどい」を開催しました。 

・開催日時 令和５年２月２日 

・参加者等 賛同団体（現地＋オンライン 参加者 40 人） 

・内容   賛同団体による活動報告会及び、基調講演を開催  

○区民に向けた普及啓発活動を目的に「区民運動おおたクールアクション」のポス

ターおよびパネル作成し、賛同団体の事業所や区施設に掲出しました。 

○各イベントに出展し、「区民運動おおたクールアクション」および賛同団体の取

組みを周知しました。 

○賛同団体による「おおたクールアクション推進連絡会*」の名義使用およびロゴ

マークの活用により、連絡会等の取組みを周知しました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ②省エネ講習会への講師派遣 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○六郷地区自治会連合会にて家庭向け講習会を開催しました。 

（参加者 延べ 24 人） 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

 

 

取組方針 Ｂ-１  脱炭素ライフスタイルへの転換 

施策 （３）３Ｒ＋Renewable*の推進（後掲） 

事業概要 
基本目標 E-1 参照 
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取組方針 Ｂ-２  脱炭素まちづくりの推進 

施策 （１）建築物の脱炭素化の促進 

事業概要 

住宅やビルなどの断熱性の向上や高効率設備の導入を促進することで、ハード面

からエネルギー消費量及び温室効果ガス排出量の削減を図ります。 

併せて、再生可能エネルギー*設備の導入を促すことで、環境性能の高い ZEH*、ZEB*

の普及を促進します。 

 

事業名 ①温室効果ガス排出量の削減に向けた事業の検討・施策化 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○大田区環境審議会を経て、2050 年の脱炭素社会*実現に向けた取組みの方向性を

まとめた、大田区脱炭素戦略について策定しました。建築物の脱炭素化の促進で

は、省エネ機器の導入、建築物の省エネ化（断熱化、新築建築物の省エネ基準適

合）が温室効果ガスの削減効果が高いため、これらをメインターゲットとした事

業について検討が必要です。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ②再生可能エネルギー*の導入協議 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○「地域力を生かした大田区まちづくり条例」第 63 条「再生可能エネルギー*の活

用」に基づき、事業者から再生可能エネルギー*導入計画書の提出を受けました。 

提出件数 118 件 うち導入予定太陽光発電システム 22 件（計 560.6kW） 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ③住宅リフォーム助成 評価 Ａ 

令和４年度 

取組内容 

○総助成件数・助成額 846 件 102,361,000 円 

○うち助成対象工事「環境への配慮」 

1.トイレ改修（節水型トイレ）85件 2.浴室改修（高断熱浴槽）  152 件 

3.給湯器交換（エコジョーズ）43件 4.窓の改修 1.6 ㎡以上（断熱） 69 件 

5.窓の改修 1.6 ㎡未満（断熱）53件 6.床の改修(断熱)         4 件 

7.壁の改修（断熱）      5 件 8.天井等改修（断熱）         4 件 

9.内壁塗装          6 件  10.後付庇工事         1 件 

令和５年度 

実施方針 

継続 ○拡大  縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

太陽光発電利用型給湯器など対象機器の拡充 

＜担当部＞まちづくり推進部 
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事業名 ④蒲田駅周辺のまちづくり 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

【蒲田駅周辺再編プロジェクト（駅周辺都市基盤整備）】 

○（仮称）蒲田駅東口地下自転車駐車場工事積算発注補助委託及び広場部予備修正

設計委託を実施しました。 

○（仮称）蒲田駅東口地下自転車駐車場支障物撤去工事が完了しました。 

○まち全体で取組む環境負荷の軽減など環境に優しいまちづくりの視点を取り入

れ、蒲田駅周辺地区グランドデザインを令和４年４月に改定し、これに基づく取

組みを推進しました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞鉄道・都市づくり部 

事業名 ⑤大森駅周辺のまちづくり 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○補助第 28 号線（池上通り）の慢性的な渋滞、歩行者環境等の改善に向けて、補

助第 28 号線（池上通り）及び大森駅西口広場の事業認可に向けた手続きを進め

るとともに、引き続きまちづくり協議会での検討を実施しました。 

○官民連携まちづくり（ウォーカブルシティ）事業の推進に向け、『エリアプラッ

トフォームの構築』や、東地区における将来像を示す『未来ビジョンの策定』に

ついて引き続き検討を進めました。 

○平和島駅周辺の歩行者環境改善のために、引き続き関係機関との協議を行いま

した。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞鉄道・都市づくり部 

事業名 ⑥空港臨海部のまちづくり 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

【空港臨海部グランドビジョン周知・啓発】 

○「空港臨海部グランドビジョン 2040」を策定し、関係機関に周知・啓発を行い

ました。また、パンフレットの作成も行い、広く周知を行いました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞まちづくり推進部 
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取組方針 Ｂ-２  脱炭素まちづくりの推進 

施策 （２）移動手段の脱炭素化の促進 

事業概要 

日常生活の中で移動に伴い排出される温室効果ガス排出量を削減するために、自

動車利用の最小化に向けた取組を推進します。また、自動車を利用する際には、温

室効果ガスの排出を抑えることができる環境にやさしいモビリティの普及拡大策

を検討します。 

 

事業名 ①温室効果ガス排出量の削減に向けた事業の検討・施策化 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○大田区環境審議会を経て、2050 年の脱炭素社会*実現に向けた取組みの方向性を

まとめた、大田区脱炭素戦略について策定しました。移動手段の脱炭素化では、

燃費の優れた自動車の普及、その他対策（公共交通機関や自転車利用、カーシェ

アリングの活用による自動車利用の最小化や、エコドライブの実施）が温室効果

ガスの削減効果が高いため、これらをメインターゲットとした事業について検

討が必要です。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ②水上輸送ネットワークの検討 評価 Ｃ 

令和４年度 

取組内容 

○平和島６丁目防災船着場の浮桟橋、連絡橋工事が 12 月に完了しました。 

○３月 29日に東京都港湾局主催の水辺空間ワーキンググループに参加し、埋立島

部を対象とした舟運の活性化について意見交換、情報共有を行いました。 

【課題】 

○平和島６丁目船着場工事は付帯スロープの設計変更があり、令和６年度の完成

見込みとなっています。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞まちづくり推進部 
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事業名 ③ 新空港線「蒲蒲線」の整備推進 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○６月３日に第５回「協議の場」を開催し、都区費用負担割合等の基本的な事項に

ついて、６月６日付けで都区合意を行いました。 

○第三セクター設立に向けて、９月20日付けで東急電鉄株式会社と協定を締結し、

10 月 14 日に整備主体となる第三セクター「羽田エアポートライン株式会社」を

設立しました。 

○12 月 21 日に新空港線「蒲蒲線」整備促進区民協議会を開催し、「鉄道と魅力的

なまちづくり宣言」を併せて行いました。 

○11 月３日「こどもフェスタ 2022」、11 月４・５日「OTA ふれあいフェスタ」 に

ブース出展し、新空港線の事業の PR と鉄道沿線まちづくり構想に関するアンケ

ートを行いました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞鉄道・都市づくり部 

事業名 ④コミュニティバスの利用促進 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○作業部会は、対面３回（５月 25 日、10月 27 日、３月 13 日）、書面 1回（８月

19 日）を開催し、ルート見直し、アンケート実施、新型車両の仕様などについ

て協議を行いました。 

○７月 23 日サマーフェスタ、10 月 16 日環境フェア、11 月 20 日オータムフェス

タの３イベントに参加し、啓発活動を行いました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞まちづくり推進部 

事業名 ⑤区内都市計画道路の整備 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○下記について関係機関協議、設計、工事を実施しました。 

補助線街路第 27号線（大森北付近）・38 号線（羽田旭町付近）・43 号線（仲池

上付近）・44号線（上池台付近）・34号線（大森西付近） 、大田区画街路第１

号線（北千束付近）・７号線（蒲田駅東口）  

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞都市基盤整備部 
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事業名 ⑥自転車等駐車場の整備 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○自転車等駐車場施設更新及び増設の検討を行いました。（蒲田駅西口、蒲田駅西

口御園、蒲田五丁目 44番） 

○駅前放置自転車クリーンキャンペーンを実施し、以下のとおり啓発活動を実施

しました。 

・10 月 22 日から 31 日の期間、特別出張所及び区設掲示板でのポスター掲出 

・区報掲載（10月 11 日号）、HP掲載 

・区民スポーツまつり（10 月 12 日）において啓発品を配布  

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞都市基盤整備部 

事業名 ⑦自転車走行環境の整備 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○自転車走行環境 31.3ｋｍを整備しました。 

○自転車走行環境の利用啓発を行いました。 

令和５年度 

実施方針 

継続 拡大 ○縮小  終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

自転車走行環境の整備予定：約 13ｋｍのため。 

＜担当部＞都市基盤整備部 

事業名 ⑧コミュニティサイクル事業 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○蒲田駅西口歩道など、計 17 箇所にサイクルポートを設置しました。  

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞都市基盤整備部 
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取組方針 Ｂ-２  脱炭素まちづくりの推進 

施策 （３）再生可能エネルギー*の導入拡大 

事業概要 

区内のエネルギー消費量の削減を目的に、自家消費型の太陽光発電設備等の導入

を促進します。また、環境にやさしい電力の調達や次世代エネルギーの普及を図る

ことで、エネルギーの環境性の向上を目指します。 

 

事業名 ①温室効果ガス排出量の削減に向けた事業の検討・施策化 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○大田区環境審議会を経て、2050 年の脱炭素社会*実現に向けた取組みの方向性を

まとめた、大田区脱炭素戦略について策定しました。大田区における再生可能エ

ネルギー*導入可能性の中で、太陽光発電について優先的に取組むとし、2030 年

度に向けた太陽光発電導入目標について定めました。今後は、太陽光発電の導入

拡大に向けた取組みについて検討が必要です。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

 

 

取組方針 Ｂ-３  区役所による率先行動 

施策 （１）大田区役所エコオフィス推進プランの推進 

事業概要 

大田区役所エコオフィス推進プランに基づき、省エネルギー対策、省資源対策を徹

底することで、区役所の業務に起因するエネルギー消費量及び二酸化炭素排出量

の削減を目指します。また、大田区役所グリーン購入*ガイドラインに基づき、環

境配慮製品の購入を推進します。 

 

事業名 ①区有施設における省エネルギー対策の徹底 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

【大田区役所エコオフィス推進プラン第５次計画】 

○計画期間：令和元年度～５年度 

○基準年度：平成 25 年度 

○削減目標（目標年度：令和５年度） 

［温室効果ガス排出量］ 目標：基準年度比△30.0％ 

［エネルギー消費原単位］目標：基準年度比△12.9％ 

［水道の使用］目標：基準年度比△18.0％ 

［コピー用紙使用量］目標：基準年度比△12.0％ 

［廃棄物の排出量］目標：基準年度以下 

○令和４年度実績（速報値）①基準年度比 ②前年度比 

［エネルギー消費原単位］  ① ±0.0％   ②＋1.2％ 

［二酸化炭素排出量］   ①△30.0％    ②△0.4％ 

［水道使用量］          ①△20.9％    ②＋2.1％ 

［コピー用紙購入量］    ① ＋1.1％    ②△2.8％ 

［廃棄物排出量］       ①△15.8％   ②＋3.8％ 
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○令和４年度実績（行動目標） 

エネルギー分野 A 評価：11 部局 B 評価：6部局 C 評価：2部局 

資源分野 A 評価：8部局 B 評価：8部局 C評価：3部局 

○職員の環境意識の向上と各部局における主体的な取り組みの促進を目的に、「エ

コオフィス通信（年４回)」を発行しました。 

○エコオフィス職員研修「国土交通省における環境への取組み」（講師：国土交通

省総合政策局環境政策課長補佐）を本庁舎にて実施しました。（参加者各部局１

名ほか３名、計 21 名） 

【大田区役所エコオフィス推進プランの取組強化】 

○国及び大田区環境アクションプランが掲げる温室効果ガス排出用削減目標と遜

色のない目標とするため目標値の改定を行った。 

［温室効果ガス排出量］ 

削減目標：令和５(2023)年度までに基準年度（平成 23（2013）年度）比 

△23.5％→△30.0％ 

中長期目標：令和 12(2030)年度までに基準年度（平成 23（2013）年度）比 

△40.0％→△51.0％ 

       令和 32(2050)年度までに基準年度（平成 23（2013）年度）比 

△80.0％→実質ゼロ 

○環境性の高い電力の導入を継続し、区役所全体で温室効果ガス排出量を削減し

ました。 

温室効果ガス排出量 29.8％削減（令和３年度実績・基準年度比） 

本庁舎・蒲田清掃事務所は再生可能エネルギー*100％の電力、区立全小中学校・

大森清掃事務所・調布清掃事業庁舎ではゴミを燃やした熱で作った電力を導入

しています。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ②区有施設における廃棄物の削減と３R（プラ含む）の徹底 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○廃棄物削減の現状について庁内周知を図り、削減に向けた意識醸成を図りまし

た。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 
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事業名 ③温対法・省エネ法等の法令遵守と各種届出 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○温対法・省エネ法に基づき令和４年度定期報告書（令和３年度実績分）、中長期

計画書を提出しました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ④グリーン購入*の推進 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○大田区役所グリーン購入*ガイドラインの改定を行いました。（令和５年３月 31

日付け） 

 特定調達品目及び判断の基準等の改定一覧を見直しました。 

○エコオフィス推進プラン「日常業務における実践【行動】」として、グリーン掲

示板の活用を促進し、再使用可能な備品、消耗品を庁内間で活用しました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ⑤環境にやさしい電力調達の推進（電力調達方針） 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○児童への環境学習を目的として、全区立小学校の４年生にリーフレット「地球温

暖化と大田区の学校で使用する電気について」を配付しました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ⑥ペーパーレス化の推進（コピー用紙の削減） 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○庁内で使用するコピー用紙の削減などを目的に、乾式オフィス製紙機「PaperLab

（ペーパーラボ）」を運用し、作成した再生紙を用いた名刺や事業広報ちらし、

ノート等グッズにより普及啓発を行いました。 

 回収量：Ａ４換算約 54 万枚 回収対象：12部局 21 課 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 
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事業名 ⑦職員の行動変容の促進と取組の見える化 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○職員の環境意識の向上と各部局における主体的な取り組みの促進を目的に、「エ

コオフィス通信(年４回)」を発行しました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ⑧給食残渣リサイクル 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○給食生ごみリサイクル事業 

令和４年度実績 

回収対象 区立小・中学校 86 校 ※ 

回収量 648,460kg 

※志茂田小・志茂田中学校については、小・中一体校舎のため１校として数える。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部（令和４年度より総務課に移管） 

 

 

取組方針 Ｂ-３  区役所による率先行動 

施策 （２）公共施設の脱炭素化の促進 

事業概要 

公共施設の整備にあたっては、再生可能エネルギー*設備の導入を進めていくとと

もに、高効率設備の導入や高断熱化により、建築物の省エネルギー化を図ります。

また、二酸化炭素吸収源の確保や森林の適正な整備へ貢献するため木材の利用を

進め、区有施設の脱炭素化を推進します。 

 

事業名 ①再生可能エネルギー*設備の導入拡大 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○カムカム新蒲田へ太陽光発電設備を設置しました。 

太陽電池容量 20ｋｗ パワーコンディショナ 10ｋｗ×２台 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞企画経営部 
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事業名 ②区有施設への高効率設備の導入拡大 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○下記対象建物に高効率空調機（ハイグレード）、全熱交換器、高効率照明設備を

導入する設計を行いました。 

基本設計：田園調布小学校、東調布中学校 

実施設計：矢口西小学校 安方中学校 馬込第三小学校 入新井第二小学校 

大田生活実習所 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞企画経営部 

事業名 ③区有施設の高断熱化 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○下記対象建物に複層ガラス、高断熱材を導入する設計を行いました。 

基本設計：田園調布小学校、東調布中学校 

実施設計：矢口西小学校 安方中学校 馬込第三小学校 入新井第二小学校 

大田生活実習所 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞企画経営部 

 

 

取組方針 Ｂ-３  区役所による率先行動 

施策 （３）庁有車から排出される温室効果ガスの削減  

事業概要 

庁有車の使用に伴う温室効果ガス排出の削減を目的に、庁有車の環境性向上と台

数の最小化に取り組みます。また、区役所が率先した意識改革と行動変容の見える

化を図ることで、区全体の自動車の利用に伴う温室効果ガス排出量の削減をけん

引していきます。 

 

事業名 ①2030 年乗用車 100％電動化 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○「庁有車等の調達に係る環境配慮方針」に基づき、庁有車の電動化の取組みを促

進しました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 
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事業名 ②自動車利用におけるカーシェアリングの活用検討 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○令和５年度より実施予定の蒲田清掃事務所跡地でのＥＶカーシェアリング事業

において、区職員への普及啓発の実施検討を行った。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 
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基本目標Ｃ 自然共生社会の構築 

 

取組方針 Ｃ-１  まちを彩り心を潤す緑事業 

施策 （１）緑の普及啓発 

事業概要 

まちの個性を地域住民と連携して「まちの緑」で表現するとともに、まちなかに残

された貴重な緑を保護することで、大田区の緑化に対する区民意識の向上へと繋

げます。また、幅広い世代を対象として、パネル展示やイベント等を行うことで、

環境保全への意識啓発に取り組みます。 

 

事業名 ①18 色の緑づくり 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○区民の方が地域の花の育て方などを学ぶ「育成講習会」を５地区で開催しまし

た。 

○緑の普及啓発を図る体験コーナー及び園芸相談コーナーは、出展していた「お

おた住まいづくりフェア」が事業休止となったため、未実施となりました。  

○18 色の緑づくり支援に関する地域の取組支援のため、緑づくりの NPO に委託し、

地域の花の育成方法等を指導する出張相談を４件実施しました。 

○区内外に事業と地域の活動を紹介するため、OTA ふれあいフェスタ、おおた住ま

いづくりフェア等への出展を予定していましたが、新型コロナウィルス感染症

拡大防止の観点から、中止となりました。 

○地域基盤整備課、教育委員会と連携し、ふれあいパーク活動団体・区内小中学校

向けに地域の花の種（3,900 袋）とロゴステッカーを配布しました。 

○各地域の花の育て方を掲載したマニュアルをホームページに掲載しました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ②まちの緑の図 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○18 地域及び空港臨海部の「まちの緑の図」を区ホームページで公開しました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞まちづくり推進部 

事業名 ③緑の講演会 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○区民向けに、大田区緑化推進協議会と共催で「暑さに負けずに花を咲かせよう！

地元の花たち」をテーマに講演会を開催しました。 [参加者：33 人] 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 
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事業名 ④緑のカーテン*講習会 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○暮らしに活用できるガーデニングとしてハーブ講習会を開催しました。 

[参加者：109 人] 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ⑤緑化普及講座 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○令和４年度はハーブとキッチンガーデンをテーマに緑化普及講座を開催しまし

た。 [参加者：85 人] 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ⑥おおた住まいづくりフェアへの出展 評価 Ｄ 

令和４年度 

取組内容 

○実績なし 

令和５年度 

実施方針 

継続 拡大 縮小 ○終了   

（理由）※縮小/終了の場合  

おおた住まいづくりフェアのイベント自体がなくなっており、今後の出展予定はない

ため。 

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ⑦おおたの名木選 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○パンフレット・しおりの配布、環境啓発コーナー（本庁舎２階）におけるパネル

展示等により、広報を行いました。 

令和５年度 

実施方針 

継続 拡大 縮小 ○終了   

（理由）※縮小/終了の場合  

事業見直しのため。 

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ⑧「森ケ崎緑華園」の活用 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○区内の個人・団体に対し、花や緑に関する講座を６回実施しました。 

 [参加者計 127 人] 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞都市基盤整備部 
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取組方針 Ｃ-１  まちを彩り心を潤す緑事業 

施策 （２）緑の育成・保護 

事業概要 

まちなかに残された貴重な緑や、地域の景観的なシンボルとなっている樹木、区有

地・民有地内の樹木・樹林等に対して、保全区域等の指定や助成などの制度を活用

し、区内の貴重な緑の保護に努めます。 

 

事業名 ①生垣造成助成 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○区ホームページ・区報等で周知しました。 

助成実績 生垣造成助成 1 件 24ｍ 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ②植栽帯造成助成 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○区ホームページ・区報等で周知しました。 

助成実績 植栽帯造成助成 ０件 ０㎡ 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ③屋上・壁面緑化助成  評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○区ホームページ・区報等で周知しました。 

助成実績 屋上・壁面緑化助成 1 件 21 ㎡ 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ④樹木・樹林の保護（保護樹木等） 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○区ホームページ・区報等で周知しました。 

＜令和５年３月 31 日時点の指定状況＞ 

保護樹木 1,075 本、保護樹林 85 か所、保護つる性樹木 2か所、保護生垣 7か所 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 
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事業名 ⑤特別緑地保全地区維持管理助成 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○助成実績 ２件 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ⑥区民緑地 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○馬込自然林緑地の維持管理を行いました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞都市基盤整備部 

事業名 ⑦民有緑地の保全（特別緑地保全地区指定） 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○おおた区報一面にて、みどりに関する制度紹介及び周知を実施しました。 

○令和４年度は、特別緑地保全地区の指定はありませんでした。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞まちづくり推進部 

事業名 ⑧農地の保全（生産緑地地区の指定） 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○おおた区報一面にて、みどりに関する制度紹介及び周知を実施しました。 

○11 か所の生産緑地が特定生産緑地に指定されました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞まちづくり推進部 

事業名 ⑨桜の名所の保全・再生 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○洗足池公園において樹木更新（伐採２本）を実施しました。 

○多摩川台公園において樹木更新（伐採４本、新植５本）を実施しました。 

○名勝洗足池公園保存活用計画における、景観構成重要木保全更新実施計画を策

定し、洗足池公園の桜の名所の保全・再生について計画しました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞都市基盤整備部 
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取組方針 Ｃ-２  水と緑のネットワークの構築 

施策 （１）緑の基盤づくり 

事業概要 

学校施設をはじめとして、公共施設の緑化や道路空間の積極的な緑の保全・創出に

取り組むとともに、区内のみどりの総合的な機能拡充を図るため、空港臨海部地域

や内陸部でのみどりの拠点となる公園・緑地の整備を推進します。また、呑川緑

道、桜のプロムナード*の散策路を整備し、水と緑のネットワーク形成を推進しま

す。 

 

事業名 ①公共施設の緑化推進（学校緑化等） 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

【壁面・屋上緑化・校庭緑化等】 

○大森第七中学校 改築 

地上緑化 1469.32 ㎡ 屋上緑化 477.20 ㎡ 接道部緑化の長さ 402.47ｍ 

○雪谷中学校武道場 改築 

地上緑化 1733.07 ㎡（うち新規 89.16 ㎡） 屋上緑化 207.00 ㎡ 

接道部緑化の長さ 371.24ｍ 

○蒲田小学校 増築 

地上緑化 142.5 ㎡ 接道部緑化の長さ 20.28ｍ 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞企画経営部、教育総務部 

事業名 ②羽田空港跡地第１ゾーン整備方針に基づく土地利用の推進 評価 Ａ 

令和４年度 

取組内容 

○道路施設や電線共同溝等の整備、「羽田空港跡地第１ゾーン都市計画公園コン

セプトブック」の策定については、当初計画どおり実施しました。 

それらに加えて、都市計画公園については、暫定活用イベントを実施し、認知度

向上・愛着醸成に積極的に取り組みました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞空港まちづくり本部 

事業名 ③呑川緑道の整備 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○東雪谷二丁目付近の設計（L=400ｍ）を実施しました。 

○東雪谷三丁目付近の整備工事（L=90ｍ）がしゅん工しました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞都市基盤整備部 
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事業名 ④桜のプロムナード*の整備 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○中馬込二丁目付近の整備工事（L=180m）がしゅん工しました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞都市基盤整備部 

事業名 ⑤拠点公園の整備、地域に根ざした公園の整備 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○都市計画公園・緑地の整備 

（設計） 

・田園調布せせらぎ公園の拡張整備のための設計を実施しました。 

・大森ふるさとの浜辺公園の拡張整備に伴うスポーツ施設照明の設計をしました。 

（工事） 

・田園調布せせらぎ公園の多目的広場等整備工事及び平和島公園キャンプ場の改

修工事がしゅん工しました。 

○海上公園の移管整備 

・京浜島ふ頭公園の移管について東京都と協議し、令和５年度から移管協議を開始

することになりました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞都市基盤整備部 

 

 

取組方針 Ｃ-２  水と緑のネットワークの構築 

施策 （２）水の環境軸の形成 

事業概要 
河川や池沼、臨海部の海辺などに残された貴重で多様な水辺環境を保全するとと

もに、新たな緑づくりの中で水辺環境の保全・再生に取り組みます。 

 

事業名 ①公共溝渠*の整備 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○南前堀部について、東京都港湾局と協議・調整を行いました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞都市基盤整備部 
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事業名 ②海辺の散策路の整備 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○旧呑川部について、東京都港湾局と協議・調整を行いました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞都市基盤整備部 

事業名 ③大森ふるさとの浜辺公園干潟の管理 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○大森ふるさとの浜辺公園のヨシ原において、生き物の生息に配慮した管理を実

施しました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞都市基盤整備部 

 

 

取組方針 Ｃ-３  生物多様性*の保全・再生 

施策 （１）生物多様性*の理解促進 

事業概要 

生物多様性*の理解促進を図るには、多種多様な生き物やそれらが生息できる環境

を観察し、実態を把握することが必要です。区民が参加する観察会などに取り組

み、環境保全の大切さを啓発します。 

 

事業名 ①自然観察会 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○自然観察会「アオスジアゲハを探しに行こう！」（大森ふるさとの浜辺公園）を

実施しました。 

５月 14 日（土） 参加者 14 人 

○自然観察会「トワイライト探検隊」（萩中公園、本門寺公園）を実施しました。 

７月 30 日（土） 参加者 18 人 

８月６日（土）  参加者 19 人 

○自然観察会「川と干潟のみち」（大師橋干潟）を実施しました。 

９月 11 日（日） 参加者 20 人 

○自然観察会「雑木林のみち」（田園調布せせらぎ公園）を実施しました。 

10 月８日（土）  参加者 22 人 

○自然観察会「池のみち」（洗足池公園）を実施しました。 

１月 14 日（土） 参加者 15 人 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 
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事業名 ②自然観察路整備 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○自然観察路のパンフレットを配布し、区民への周知を行いました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

 

 

取組方針 Ｃ-３  生物多様性*の保全・再生 

施策 （２）自然・生物調査 

事業概要 

区内の自然環境や動植物などの実態や変化を把握し、多様な生き物が息づく緑の

まちづくりに活かしていきます。加えて、絶滅のおそれのある野生生物の調査のた

め、生物生息調査を行い、区内の絶滅危惧種の把握に努め保護につなげます。 

 

事業名 ①水生生物等調査 評価  

令和４年度 

取組内容 

○令和４年度は実施しませんでした。次回、令和５年度に実施予定です。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ②区民参加型の自然環境調査 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○「大田区の身近な生物・植物」をテーマに、生物や植物について専門調査を行う

とともに、区民と協働で調査会を行いました。 

［区民参加調査］ 

10 月８日（土）  参加者 22 人 

１月 14 日（土） 参加者 15 人 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 
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取組方針 Ｃ-３  生物多様性*の保全・再生 

施策 （３）特定外来生物*の防除 

事業概要 
国や東京都との連携により特定外来生物*の防除・駆除を進め、生態系への被害防

止に努めます。 

 

事業名 ①ハクビシン、アライグマの捕獲 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○ハクビシン、アライグマの捕獲を区民と協働して、平成 26 年８月から開始しま

した。令和４年度は 144 件箱わなを設置し、ハクビシン 20頭、アライグマ４頭

を捕獲しました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ②注意喚起ポスターの掲出 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○自然観察路調査等を基に外来生物を捨てたり逃がしたりしないように注意喚起

の啓発用ポスターを作成し、公園内等に掲出しました。 

＜ポスター設置場所＞ 

田園調布せせらぎ公園、洗足池公園、小池公園、多摩川台公園、宝来公園、丸子

川六郷用水 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部、都市基盤整備部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



43 

 

取組方針 Ｃ-３  生物多様性*の保全・再生 

施策 （４）生き物の生育・生息空間づくり 

事業概要 

生き物が生育・生息できる空間を確保するため、みどりの拠点や環境軸及び水の環

境軸の一部や区管理の公園において、必要に応じて国や東京都との連携を図りな

がら、生物多様性*に配慮した緑地管理を実施します。また、区が管理する公園や

施設等の一部を開放するなどして、区民等が主体的に取り組めるビオトープ*づく

りや、アオスジアゲハをシンボルとしたバタフライガーデンなど、環境整備や環境

学習等の取組を進めます。 

 

事業名 ①コアジサシ保護活動 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○絶滅危惧種である渡り鳥「コアジサシ」の観察会の開催を支援しました。 

６月 11 日（土） 参加者 49 人 

６月 19 日（日） 参加者 61 人 

○絶滅危惧種である渡り鳥「コアジサシ」の講演会の開催を支援しました。 

12 月３日（土） 参加者 39 人 

○絶滅危惧種である渡り鳥「コアジサシ」の営巣地整備について、令和４年度は荒

天のため中止しました。 

○自然観察路内に設置している案内板により、特徴的な動植物を紹介し、生物多様

性*についても啓発を行いました。 

○自然観察路の調査結果は、区のホームページで公開しました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ②水辺の楽校 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○区民による水辺の楽校の活動への支援等を実施しました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 
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基本目標Ｄ 快適で安全な暮らしの実現 

 

取組方針 Ｄ-１  美しい都市環境の創造 

施策 （１）歩きたばこ・路上喫煙対策 

事業概要 

喫煙する人としない人が共存できる環境を実現し、区民の生活環境の向上を図る

ことを目的として、喫煙マナーの周知徹底に努めるとともに、分煙環境の整備等総

合的な施策を推進します。 

 

事業名 ①公衆喫煙所整備及び運用 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○７か所（蒲田駅東口・西口、大森駅東口駅前広場・三角広場、雑色、大岡山、六

郷土手）の公衆喫煙所について、適正な管理運営を行いました。 

○「大田区公衆喫煙所設置等助成要綱」に基づき、民間公衆喫煙所の整備助成を行

いました。（１件） 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ②喫煙マナー向上のための啓発・指導 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○たばこの吸い殻等の著しい地域の路上等に喫煙マナー啓発路面シートの貼付け

を行い、歩きたばこ及びポイ捨てを抑制しました。（年間 125 枚貼付） 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ③巡回喫煙マナー啓発・指導業務 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○蒲田駅及び大森駅周辺で２人２組の喫煙マナー啓発・指導員を配置し、喫煙マナ

ー向上の呼びかけによる巡回を実施しました。（年間 308 日実施） 

○公衆喫煙所及び苦情箇所周辺において、２人１組で喫煙マナーの周知徹底のた

めの指導・啓発を実施しました。（年間 308 日実施） 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 
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事業名 
④喫煙マナー啓発用ポスター及びステッカーの掲示及び配付、

小型横断幕の掲出 

評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○「大田区屋外における喫煙マナー等に関する条例」の周知徹底を図るため、喫煙

マナー条例の内容を区報及び区ホームページで周知・区設掲示板に啓発用ポス

ターの掲示、たばこ販売店へのチラシ配布を行いました。 

○喫煙マナー啓発用ポスター、ステッカーの貼付及び配布を行いました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

 

 

取組方針 Ｄ-１  美しい都市環境の創造 

施策 （２）地域美化活動の推進 

事業概要 
区民等、事業者及び団体の相互協力による、美化活動を支援し、地域の美化を推進

します。 

 

事業名 ①地域美化活動の支援（支援用品の支給） 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○各特別出張所と連携して、自治会・町会が行う、地域の環境美化を目的とした清

掃活動に支援用品を町会等へ支給しました。 

139 町会 ごみ袋 12,730 袋 軍手 7,616 双 トング 564 本 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ②地域力を生かした美化アクション活動 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○ごみゼロウォ－ク事業として、区から清掃用品の配付を行い、区民が自主的に区

内清掃を行う環境を整えました。また、健康医療政策課との連携により、はねぴ

ょん健康アプリを利用したポイントの付与や実施者が清掃状況をツイートする

ことで、活動の拡大を図りました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部、地域力推進部 
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事業名 ③ふれあいパーク活動 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○令和４年度の活動団体数は 121 団体でした。 

○ふれあいパークニュースを配布しました。（３月） 

○区報（５月、９月）、区設掲示板（５月、２月）にて広報活動を実施しました。 

○各公園事務所等に環境対策課事業と連携し、パンフレットを設置しました。 

○ふれあいパークニュースの設置場所（せせらぎ館等）を追加しました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞都市基盤整備部 

事業名 ④おおた花街道 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○令和４年度は９地区・11 団体が活動を実施しました。 

○道路の植え込みや駅前広場の花壇を、地域の方々が主体的に整備できるよう支

援しました。 

○大岡山駅前広場で住民参加型ワークショップを実施（10回）しました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞都市基盤整備部 

 

 

取組方針 Ｄ-１  美しい都市環境の創造 

施策 （３）景観計画の推進 

事業概要 

各地域の特性に応じた自然や多様な歴史資源、生活文化をまちづくりに活かすた

め、「大田区景観条例」や「大田区景観計画」に基づき、個性と魅力あふれる良好

な景観形成を誘導します。 

 

事業名 ①景観条例に基づく行為の事前協議 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○大田区景観条例に基づく事前協議件数：166 件 

○景観法に基づく行為の届出件数：147 件 

○景観法に基づく行為の通知件数：23 件 

○景観法に基づく行為の変更件数：54 件 

○大田区景観条例に基づく行為の完了報告件数：115 件 

○大田区景観アドバイザー会議付議件数：32 件 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞まちづくり推進部 
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事業名 ②景観計画の推進（景観まちづくり賞等） 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○第４回大田区景観まちづくり賞について 

Ｒ５年度開催に向け、課題整理や新たな部門（みどり部門）の創設等について、

検討しました。 

○大森八景坂地区の景観形成重点地区指定について 

対象区域の考え方や景観形成に係る目標（案）、基準（案）を検討するともとも

に、今後の進め方について整理しました。 

○会議体の開催 

大田区景観審議会を令和５年３月に開催しました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞まちづくり推進部 

 

 

取組方針 Ｄ-２  環境保全対策 

施策 （１）騒音・振動調査 

事業概要 

自動車や鉄道、航空機からの騒音や振動の調査を実施することで、実態把握を行い

ます。その結果を元に関係機関へ対策を要望することで、快適な暮らしの実現につ

なげます。 

 

事業名 ①幹線道路面的評価監視に係る調査 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○幹線道路面的評価監視に係る調査（10 区間、定点６+準定点４）を実施しました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ②要請限度調査 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○要請限度調査を２路線２地点ずつ実施しました。また、要請限度を超過している

場合には道路管理者などへ要請や要望を行いました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 
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事業名 ③鉄道騒音・振動調査（新幹線・従来線） 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○鉄道騒音・振動調査を、東日本旅客鉄道株式会社 横須賀線及び日本貨物鉄道株

式会社 品鶴線の２路線７地点ずつ実施しました。 

令和５年度 

実施方針 

継続 拡大 ○縮小  終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

調査路線及び地点数を精査するため。 

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ④航空機騒音の把握 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○航空機騒音の常時監視と短期測定及び内陸飛行騒音調査を実施しました。 

令和５年度 

実施方針 

継続 拡大 ○縮小  終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

航空機騒音の短期測定については、コロナ禍の影響による航空機の運航本数減少に伴

い見合わせるため。内陸飛行騒音調査については、これまで一貫して環境基準を満た

しているため、規模を縮小して継続します。 

＜担当部＞環境清掃部 

 

 

取組方針 Ｄ-２  環境保全対策 

施策 （２）大気環境の保全対策 

事業概要 

区内の大気汚染の状況を把握するため、住宅地や主要な道路沿線に測定局を設置

し、常時測定を行います。光化学オキシダント*濃度が高くなった場合には、光化

学スモッグ*注意報等を発令し、注意喚起を促します。 

 

事業名 ①大気汚染常時監視測定 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○区内９か所で大気汚染状況の常時監視を実施しました。 

令和５年度 

実施方針 

継続 拡大 ○縮小  終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

令和５年度末で、大森西測定局が廃局予定のため。 

＜担当部＞環境清掃部 
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取組方針 Ｄ-２  環境保全対策 

施策 （３）水環境の保全対策 

事業概要 

東京都や流域自治体と連携して、合流式下水道の改善、浄化施設などの総合的な水

質浄化対策やユスリカ対策などを実施していきます。 

また、透水性舗装*や雨水貯留槽*、屋上緑化の整備などにより、下水道へ流入する

雨水の量と河川へ越流する下水の量を削減するとともに、地下水や湧き水のかん

養に努めます。 

さらに、下水道からの越流水そのものの汚濁を減らすため、区道の路面や雨水ます

の清掃などを実施するほか、河川の実態や水質浄化対策の効果を把握するため、定

期水質調査や河川パトロールを実施します。 

 

事業名 ①呑川水質・底質定期調査及び水質連続測定等の調査 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○呑川水質・底質定期調査を実施しました。 

○平日の毎日呑川パトロールを実施しました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ②水質浄化対策の検討・研究 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○呑川水質浄化対策研究会を開催（作業部会（12 月８日・15 日）、研究会（書面

開催２月 13 日））し、東京都と流域自治体で実施する総合的な水質浄化対策の

推進及び進捗状況の確認を行いました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞都市基盤整備部、環境清掃部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



50 

 

事業名 ③水質浄化対策の実施 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

【水質改善に関する取組み】 

○高濃度酸素水浄化施設を稼働しました。 

○スカム発生抑制装置を稼働しました。 

○スカム対策・汚泥浚渫を実施しました。 

 地域基盤整備第一課管内：19 回（４月 18 日～５月 30 日、10 月 20 日～28 日） 

 地域基盤整備第二課管内：２回（５月 17 日、６月 16 日） 

○総合的な水質浄化による改善効果を検討するため、水質調査、カメラ調査等を行

いました。 

【合流式下水道の改善に関する取組み】 

○呑川合流改善貯留施設の整備に向けて、立坑工事を実施（令和６年度内完了予

定）しました。 

○立坑工事の着手にあたり、地元説明会を開催（６月１日、９月 14 日）しました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞都市基盤整備部 

事業名 ④透水性塗装 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○道路整備工事等における透水性舗装*を実施しました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞都市基盤整備部 

事業名 ⑤道路浸透ますの設置 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○道路浸透ます設置工事を実施しました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞都市基盤整備部 

事業名 ⑥雨水浸透ます*・雨水貯留槽*の設置補助事業 評価 Ａ 

令和４年度 

取組内容 

○雨水浸透ます*設置助成：２件 

○雨水貯留槽*設置助成：小型 89基、大型０基 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞まちづくり推進部 
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基本目標Ｅ 循環型社会の構築 

 

取組方針 Ｅ-１  ３Ｒ＋Renewable*の推進 

施策 （１）ごみ減量・３Ｒ推進の PR の充実 

事業概要 
区民や事業者に対して３Ｒの行動を定着させるために、様々なツールを活用し広

く周知を行います。 

 

事業名 ①「大田区清掃とリサイクル」 評価 Ａ 

令和４年度 

取組内容 

○「大田区清掃とリサイクル 2022」を清掃事務所及び清掃事業課窓口等で配布し、

大田区における清掃・リサイクル事業の内容周知、循環型社会構築に関する情報

提供を行いました。 

・発行部数 1,100 部 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ②「みんなでごみを減らそうよ」 評価 Ａ 

令和４年度 

取組内容 

○「みんなでごみを減らそうよ 2022」を発行し、社会科学習の副読本として各小

学校に配布しました。 

・発行部数 6,600 部 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ③「清掃だより」 評価 Ａ 

令和４年度 

取組内容 

○「清掃だより」を 10回発行し、ごみの分別等に関する情報について周知を図り

ました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 
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事業名 ④「資源とごみの出し方・分け方」 評価 Ａ 

令和４年度 

取組内容 

○パンフレット・リーフレットを配布しました。 

「資源とごみの分け方・出し方」 

 ・転入者向け 61,000 部作成し、特別出張所、戸籍住民課、清掃事務所等で配

布しました。 

 ・外国語版(英語、中国語、ハングル、タガログ語、ネパール語、ベトナム語版）

を適宜作成し、特別出張所、戸籍住民課、清掃事務所等で配布しました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ⑤大田区ごみ分別アプリ 評価 Ａ 

令和４年度 

取組内容 

○各種媒体を活用し周知を行いました。 

 ・区ホームページ 

 ・清掃だより（令和４年 11 月号） 

 ・区報（令和４年５月 11 日号、８月 21 日号） 

 ・区設掲示板（令和４年 11 月１日～14 日掲出） 

 ・デジタルサイネージ（令和５年１月１日～31 日公開） 

 ・「資源とごみの分け方・出し方」パンフレット 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ⑥大田区清掃・リサイクル協議会との連携 評価 Ａ 

令和４年度 

取組内容 

○大田区清掃・リサイクル協議会を開催し、区の清掃・リサイクル事業に関する施

策について各委員からご意見をいただき議論を行いました。 

・第 11 期大田区清掃・リサイクル協議会（任期：令和３年 10 月～令和５年６

月） 第４回～第６回の計３回開催 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 
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取組方針 Ｅ-１  ３Ｒ＋Renewable*の推進 

施策 （２）リサイクル活動等の推進 

事業概要 
リサイクル活動グループへの支援を継続するとともに、回収量増大に向けた対応

に取り組みます。 

 

ｃｃ ①資源持ち去り防止パトロール 評価 Ａ 

令和４年度 

取組内容 

○資源持ち去り防止のためパトロール車による巡回指導を実施しました。 

 ・委託によるパトロール（２台/日） 

  月曜日から土曜日の午前６時 30 分から午前 10 時までの間で実施しました。 

  ⇒実施日数 310 日 

 ・職員によるパトロール（１台/日） 

  定例パトロール 月１回（年 12 回）実施 

  通報に基づくパトロール 14 回 

  強化月間の設定 11 月。同月内で計６日実施 

  ⇒実施日数 32 日 

 ・警告書 28 件、命令書７件発行 

 ・警察による送検１件 

○資源持ち去り防止対策について区報及び区ホームページに掲載し周知を図りま

した。 

 ・区報３月 11日号に掲載しました。 

・区ホームページに常時掲載しています。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ②持ち去り防止シール 評価 Ａ 

令和４年度 

取組内容 

○持ち去り行為の抑制を図るため、集積所の資源物に持ち去り防止シールを

31,337 枚貼付しました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 
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事業名 ③集団回収 評価 Ａ 

令和４年度 

取組内容 

○リサイクル活動グループ 740 団体に対し、報奨金を計 41,131,808 円支出しまし

た。 

○集団回収業者 36 社に対し、支援金を計 19,712,268 円支出しました。 

○区ホームページに常時掲載するとともに、清掃だよりに集団回収に関する記事

を掲載しました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

 

 

取組方針 Ｅ-１  ３Ｒ＋Renewable*の推進 

施策 （３）廃プラスチックに関する取組 

事業概要 

現在、プラスチックはサーマルリサイクル*（熱回収）により処理されていますが、

焼却に伴い温室効果ガスが発生します。地球温暖化防止及び脱炭素社会*を目指す

ために、プラスチックの再生利用（Recycle）の一層の推進が必要です。 

プラスチックをできるだけ使わない新しいライフスタイルへの転換や、プラスチ

ックごみ削減に向けて、プラスチック製容器包装及び製品プラスチックの効果的

な資源回収に取り組みます。 

 

事業名 ①プラスチックごみの削減に向けた普及啓発 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○レジ袋、ペットボトルの削減を PR するとともに、マイバック、マイボトル使用

の啓発や、配布を行った。 

○プラスチックごみを含む全てのごみを対象に３Ｒ（特に２Ｒ）の推進について、

「大田区清掃とリサイクル」や「みんなでごみを減らそうよ」等の冊子を通じて

普及啓発を行いました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ②地域美化アクション（再掲） 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○ごみゼロウォ－ク事業として、区から清掃用品の配付を行い、区民が自主的に区

内清掃を行う環境を整えました。また、健康医療政策課との連携による、はねぴ

ょん健康アプリを利用したポイントの付与等で、活動の拡大を図りました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 
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事業名 ③廃プラスチックに関する取組の検討・施策化 評価 Ａ 

令和４年度 

取組内容 

○令和４年 11 月より区内の一部地域（約 22,000 世帯）において、全てのプラスチ

ックを資源として回収する事業を開始し、資源プラスチック 91,629 ㎏を回収し

ました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

 

 

取組方針 Ｅ-１  ３Ｒ＋Renewable*の推進 

施策 （４）食品ロス*の削減 

事業概要 

食品ロス*は日本全体で年間 600 万ｔ以上（平成 30 年度推計値）にも及び、排出元

となる家庭、事業者双方が削減に向けて取組を強化することが不可欠です。 

区は食品関連事業者や関係団体と連携し、適正量の購入や賞味期限、消費期限の近

い食品から消費することを心がける、といった社会全体の消費行動の転換を促進

し、食品ロス*の削減を図っていきます。 

 

事業名 ①フードドライブ 評価 Ａ 

令和４年度 

取組内容 

○家庭に眠る未利用食品を区に持ち寄っていただき、これを福祉団体等に寄付す

る「フードドライブ」を実施しました。 

・実施日：(第１回)６月 13 日(月)～17 日(金) 

      (第２回)９月 12 日(月)～16 日(金) 

      (第３回)１月 23 日(月)～27 日(金) 

・回収場所：池上、嶺町、羽田、矢口特別出張所、環境計画課 

※第３回以降、入新井特別出張所を追加しました。 

・参加者数：計 555 人 

・寄付内容：商品数計 8,432 点、重量計 2144.89 ㎏ 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ②食品ロス*出前授業 評価 Ａ 

令和４年度 

取組内容 

○食品ロス*について「知り」「考える」きっかけを提供することを目的に、区内

小・中学校の希望校を対象にした「食品ロス*出前授業」を一般財団法人大田区

環境公社へ委託し実施しました。 実施件数：３校 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 
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事業名 ③大田区食べきり応援団* 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○区内で食品ロス*削減に取組む飲食店や食品取扱事業者等を「大田区食べきり応

援団*」として登録し、その取組みを区として支援、ＰＲすることで、事業者及

び消費者への食品ロス*削減に対する意識啓発を一般財団法人大田区環境公社へ

委託し実施しました。 

登録事業者数：48 事業者（令和５年３月 31 日時点） 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ④地産地消型未利用食品マッチング 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○区内事業者から排出される食品ロス*について、食品を必要としている区内の福

祉団体等とマッチングして有効活用を図る「地産地消型未利用食品マッチング」

を一般財団法人大田区環境公社へ委託し実施しました。 

実施件数：７件 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ⑤食品ロス*削減実践講座 評価 Ｂ 

令和４年度 

取組内容 

○「身近なことからはじめる食品ロス*削減」をテーマにした区民向け講習会の実

施に代え、新型コロナウィルス感染症拡大防止の観点から食品ロス*削減に係る

動画を制作し、大田区公式 YouTube チャンネルにて公開しました。 

テーマ：「６分でわかるまるごと野菜のエコレシピ」 

視聴回数：220 回（令和５年３月 31 日時点） 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 
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取組方針 Ｅ-１  ３Ｒ＋Renewable*の推進 

施策 （５）資源循環学習教室等の実施 

事業概要 

幅広い世代に対して、ごみの正しい排出方法やリサイクルの重要性、新たな環境課

題や対策のための具体的な解決行動などについて理解を深めるための学習機会を

提供します。 

 

事業名 ①小学校、児童館・保育園における資源循環学習教室 評価 Ａ 

令和４年度 

取組内容 

○清掃事務所等の職員が小学校に出張し、環境学習を実施しました。 

・蒲田清掃事務所管内 小学校 11校 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ②自治会町会への出前授業 評価 Ａ 

令和４年度 

取組内容 

○清掃事務所長等が地域に出張し、ごみ減量などに関する講座を実施しました。 

・蒲田清掃事務所管内 １団体 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

 

 

取組方針 Ｅ-２  さらなるごみの適正処理推進 

施策 （１）有用金属の再資源化 

事業概要 
使用済小型電子機器類や、不燃ごみ・粗大ごみに含まれる金属系有価物の資源化な

ど、ごみを資源に変える取組をさらに推進します。 

 

事業名 ①粗大ごみ及び不燃ごみに含まれる有価物の再資源化 評価 Ａ 

令和４年度 

取組内容 

○粗大ごみ・不燃ごみから有用金属等 2,109,651 ㎏をピックアップ回収しました。 

○粗大ごみから衣装ケース 32,570 ㎏をピックアップ回収しました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 
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取組方針 Ｅ-２  さらなるごみの適正処理推進 

施策 （２）徹底した分別によるリサイクルの推進 

事業概要 
さらなるリサイクルの推進に向けて、対象品目や回収手法について検討を進めて

いきます。 

 

事業名 ①（新）古着の行政回収 評価 Ａ 

令和４年度 

取組内容 

○10 か所の回収拠点において古着の回収を月１回実施し、計 93,724 ㎏を回収しま

した。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ②新たな再資源化手法の検討 評価 Ａ 

令和４年度 

取組内容 

○区ホームページ、区設掲示板、デジタルサイネージで雑紙が資源となる旨を周知

し、併せて雑紙袋の作り方をホームページに掲載しました。 

○粗大ごみからリユース用自転車 4,984 台を回収しました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

 

 

取組方針 Ｅ-２  さらなるごみの適正処理推進 

施策 （３）事業者に対する指導強化 

事業概要 

延べ床面積 3,000 ㎡以上の建築物を建設する事業者に対して、条例に基づき廃棄

物等保管場所の設置を求めます。また、事業用建築物については、立入指導により

廃棄物の減量と適正処理に向けた助言などを行います。 

 

事業名 ①区民・事業者への排出ルール周知 評価 Ａ 

令和４年度 

取組内容 

○パンフレット・リーフレットを配布しました。 

「資源とごみの分け方・出し方」 

 ・転入者向け 61,000 部作成し、特別出張所、戸籍住民課、清掃事務所等で配

布しました。 

 ・外国語版(英語、中国語、ハングル、タガログ語、ネパール語、ベトナム語版）

を適宜作成し、特別出張所、戸籍住民課、清掃事務所等で配布しました。 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 
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事業名 
②事業者への事業用大規模建築物における再利用計画書の提 

 出 

評価 Ａ 

令和４年度 

取組内容 

○「事業用大規模建築物における再利用計画書」の提出 

・依頼  605 物件 

（延べ床面積 3,000 ㎡以上の全事業用建築物を対象） 

・立入指導 285 物件（上記物件中） 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 

事業名 ③事業者への廃棄物保管場所・再利用対象物保管場所事前届出 評価 Ａ 

令和４年度 

取組内容 

○廃棄物保管場所事前届出     26 件 

 延べ床面積 3,000 ㎡以上の大規模建築物で、可燃ごみ・不燃ごみの保管場所（集

団住宅は資源を含む） 

○再利用対象物保管場所事前届出 19 件 

事業用途に供する部分の延べ床面積 3,000 ㎡以上の建築物の資源保管場所 

令和５年度 

実施方針 

○継続  拡大 縮小 終了  

（理由）※縮小/終了の場合  

＜担当部＞環境清掃部 
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進捗管理指標 ＜基本目標Ａと SDGs の関係＞  

【メインゴール】 【大田区環境版ローカル SDGs】 
【副次的に貢献する SDGs】 

（サブゴール） 

 

みんなの知恵と行動でより良い 

環境を未来につなごう。 

 

進捗管理指標Ａ 
基準年度 令和４年度 

実績 

目標年度 
進捗率 担当部局 

基準値 目標値 

① 

子ども向け環境学習

（出前授業）の実施回

数 

令和２年度 

16 回 

令和６年度 

40.0％ 環境清掃部 
10 回 40 回 

② 

区民・事業者・団体へ

の活動支援件数（後

援・共催、講師派遣等） 

令和２年度 

４件 
令和６年度 

22.2％ 環境清掃部 
８件 18 件 

③ 

主体間連携による取

組に賛同した団体・事

業者数（おおたクール

アクション賛同団体

数、食べきり応援団*登

録事業者数等） 

令和２年度 

150 団体 

令和６年度 

59.5％ 環境清掃部 
128 団体 252 団体 

④ 

環境保全技術分野の

新製品・新技術コンク

ール受賞数 

令和２年度 

１件 
令和６年度 

50.0％ 産業経済部 
１件 ２件 

⑤ 

区の助成事業を活用

し環境負荷の低減に

取り組んだ企業数（も

のづくり企業立地継

続補助金等） 

令和２年度 

12 件 

令和６年度 

80.0％ 産業経済部 
５件 

15 件 

（累計値） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境アクションプラン進捗管理指標一覧 
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進捗管理指標 ＜基本目標Ｂと SDGs の関係＞  

【メインゴール】 【大田区環境版ローカル SDGs】 
【副次的に貢献する SDGs】 

（サブゴール） 

 

一人ひとりが地球温暖化を“自分ごと”として

捉え、解決のための行動を起こそう。 

 

進捗管理指標Ｂ 
基準年度 令和４年度 

実績 

目標年度 
進捗率 担当部局 

基準値 目標値 

① 
省エネ行動に取り組

む区民の割合 

平成 30 年度 27.8％ 

（令和３年

度実績値）

※1 

令和６年度 

27.8％ 環境清掃部 
31.3％ 47.3％ 

② 
大田区の温室効果ガ

ス排出量の削減 

平成 28 年度 
2,926 

千 t-CO2 

（令和２年

度実績値） 

令和６年度 

62.9％ 環境清掃部 

3,455 

千 t-CO2 

（平成 25 年

度実績値） 

2,614 

千 t-CO2 

（令和４年

度実績値） 

③ 
大田区役所の温室効

果ガス排出量の削減 

平成 25 年度 

24,638 

t-CO2 

（速報値） 

令和６年度 

100.2％ 環境清掃部 35,220 

t-CO2 

24,654 

t-CO2 

（令和５年

度実績値） 

※2 

 

※1…「大田区政に関する世論調査」が平成 30年度より隔年実施となり、最新値は 

令和３年度となる。 

※2…「大田区役所エコオフィス推進プラン（第５次）」の改定に伴い、目標値は 

   26,943t-CO2から 24,654t-CO2へ見直された。 
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進捗管理指標 ＜基本目標Ｃと SDGs の関係＞  

【メインゴール】 【大田区環境版ローカル SDGs】 
【副次的に貢献する SDGs】 

（サブゴール） 

 

大田区の貴重な自然と生き物を未来に残し、

自然共生社会を目指そう。 

 

進捗管理指標Ｃ 
基準年度 令和４年度 

実績 

目標年度 
進捗率 担当部局 

基準値 目標値 

① 
「緑の多さ」に満足 

している区民の割合 

平成 30 年度 62.1％ 

（令和３年

度実績値）

※1 

令和６年度 

62.1％ 環境清掃部 
58.6％ 65.0％ 

② 公共施設緑化実績 

令和２年度 

29,626㎡ 

令和６年度 

95.1％ 企画経営部 
25,954 ㎡ 

31,154 ㎡ 

（累計値） 

③ 
区民１人当たりの 

公園の標準面積 

令和３年度 

4.19㎡ 

令和６年度 

100.5％ 
都市基盤整備

部 4.16 ㎡ 
4.17 ㎡ 

（累計値） 

④ 
自然環境調査に参加

する区民の数 

平成 27 年度 

147 人 
令和６年度 

36.8％ 環境清掃部 
276 人 400 人 

⑤ 
自然観察会の参加者

数（応募者数） 

平成 27 年度 
71 人 

（477 人） 

令和６年度 
47.3％ 

（159.0％） 
環境清掃部 55 人 

(155 人） 

150 人 

(300 人) 

 

※1…「大田区政に関する世論調査」が平成 30年度より隔年実施となり、最新値は 

令和３年度となる。 
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進捗管理指標 ＜基本目標Ｄと SDGs の関係＞  

【メインゴール】 【大田区環境版ローカル SDGs】 
【副次的に貢献する SDGs】 

（サブゴール） 

 

安心で快適という魅力をそなえ、住み続けたい

まちを目指そう。 

 

進捗管理指標Ｄ 
基準年度 令和４年度 

実績 

目標年度 
進捗率 担当部局 

基準値 目標値 

① 
喫煙に関する苦情・ 

相談件数 

令和２年度 

238 件 

令和６年度 

386.8％ 環境清掃部 
385 件 347 件 

② 

区と連携して地域美

化活動を実施した自

治会・町会数 

令和２年度 

139 団体 
令和６年度 

77.2％ 環境清掃部 
169 団体 180 団体 

③ 

一般局における光化

学オキシダント*濃度

の年平均値 

令和２年度 

0.031ppm 

令和６年度 

 環境清掃部 
0.030ppm 0.030ppm 

④ 
道路交通騒音の環境

基準達成率 

令和２年度 

82.1％ 
令和６年度 

82.1％ 環境清掃部 
83.8％ 100％ 

⑤ 
呑川（山野橋・底層）

の溶存酸素量 

令和２年度 

1.0mg/L 

令和６年度 

50.0％ 環境清掃部 
1.4mg/Ｌ 2.0mg/Ｌ 
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進捗管理指標 ＜基本目標Ｅと SDGs の関係＞  

【メインゴール】 【大田区環境版ローカル SDGs】 
【副次的に貢献する SDGs】 

（サブゴール） 

 

区民１人１日あたりのごみの排出量を 10 年間で 

53（ごみ）g減量しよう。 

そのために、日頃からごみの減量やリサイクルの 

推進に向けてできることから行動していこう。 

 

進捗管理指標Ｅ 
基準年度 令和４年度 

実績 

目標年度 
進捗率 担当部局 

基準値 目標値 

① 
区民１人１日当たり

のごみと資源の総量 

平成 30 年度 

613g/人日 

令和６年度 

97.9％ 環境清掃部 
660g/人日 612g/人日 

② 
区民１人１日当たり

の区収集ごみ量 

平成 30 年度 

481g/人日 
令和６年度 

83.8％ 環境清掃部 
512g/人日 475g/人日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



65 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料）大田区環境基本条例 
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私たちの生活は、これまでに経験したことがないほ

ど豊かで便利になった。一方、経済成長に伴う都市化、

生活様式の変化は、自然環境にも大きな影響を加え、

大気汚染、水質汚濁、土壌汚染、ヒートアイランド現

象などのさまざまな環境問題を引き起こしている。こ

れらの環境に対する負荷の原因は、産業活動から日常

生活に至るまで広い範囲にわたっている。特に、人間

の活動による二酸化炭素等の温室効果ガスの急激な増

加は、地球規模での気候変動を引き起こし、人間の生

存基盤である地球環境にも深刻な影響を及ぼしてい

る。 

私たちは、日々の営みが環境に大きな負荷を与えて

いることを自覚し、生活様式及び事業活動のあり方か

らまちづくりに至るまでを環境保全の視点で見直す必

要がある。地域社会のすべての人々が、相互に連携し

協力しながら、一人一人の力を「地域力」として結集

し、低炭素社会を始め、環境への負荷が少ない社会の

実現に向けて積極的に行動しなければならない。その

不断の行動により、未来の世代へ継承する良好な環境

を育み、地域間交流や国際交流を通じて、環境の尊さ

を世界に発信する「環境先進都市おおた」を目指して、

この条例を制定する。 

 

 

 

 

 

 

  この条例は、環境の保全についての基本理念を定

め、大田区（以下「区」という。）、区民等及び事業者

の役割を明らかにするとともに、環境の保全に関す

る施策の基本的な事項を定めることにより、環境の

保全に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、も

って区において良好な環境を確保することを目的と

する。 

 

 

この条例において、次の各号に掲げる用語の意義

は、それぞれ当該各号に定めるところによる。 

（１）環境への負荷 人の活動により環境に加えら

れる影響であって、環境の保全上の支障の原因

となるもの又はそのおそれのあるものをいう。 

（２）公害 環境の保全上の支障のうち、事業活動

その他の人の活動に基づく生活環境への侵害で

あって、大気の汚染、水質の汚濁、土壌の汚染、

騒音、振動、地盤の沈下、悪臭等によって、人の

生命若しくは健康が損なわれ、又は人の快適な

生活が阻害されることをいう。 

（３）区民等 区の区域内（以下「区内」という。）

に住む人、区内で働く人若しくは学ぶ人、区内

に一時的に滞在する人又は区内を通過する人を

いう。 

（４）事業者 区内で事業活動（公益的な活動を含

む。以下同じ。）を行うすべての団体又は個人

をいう。 

 

前文 

第１条 目的 

第２条 定義 

みんなで力を合わせて、 

「環境先進都市おおた」を 

目指そうよ！ 

 

 

環境の保全の基本理念は、次に掲げるとおりとす

る。 

 （１）区民等が健康で安全かつ快適な生活をおくる

ことができる良好な環境を確保し、これを未来

の世代へ継承していくことを目的として行わ

なければならないこと。 

 （２）人と自然とが共生し、環境への負荷の少ない

持続的な発展が可能な地域社会を構築するこ

とを目的として行わなければならないこと。 

 （３）すべての日常生活及び事業活動において、区、

区民等及び事業者が常に相互に連携し、協力し

合い、積極的に推進されなければならないこ

と。 

 

 

区は、環境の保全を図るため、次に掲げる施策を

策定し、実施する。 

（１）地球温暖化の防止及び低炭素社会の実現に関

すること。 

（２）ヒートアイランド現象の対策に関すること。 

（３）公害の防止に関すること。 

（４）みどり及び水辺環境の保護育成に関するこ

と。 

（５）自然環境及び生物多様性の保全並びに自然と

のふれあいの推進に関すること。 

（６）資源の循環的な利用及びエネルギーの有効利

用に関すること。 

（７）廃棄物の減量及び適正処理に関すること。 

（８）前各号に掲げるもののほか、環境の保全を図

るために必要な事項に関すること。 

 

 

区民等は、次に掲げる事項に自ら努めなければな

らない。 

（１）日常生活において、環境への負荷の低減に係

る地球温暖化の防止、公害の防止及び自然環境

の保全を図るなど環境の保全に配慮すること。 

（２）前条の規定により区が実施する環境の保全に

関する施策に協力すること。 

（３）他の区民等及び事業者と相互に協力し、地域

の緑化、美化等の環境改善を図ること。 

 

 

 

 

 

 

事業者は、次に掲げる事項に自ら努めなければな

らない。 

（１）事業活動を行うに当たっては、環境への負荷

の低減に係る地球温暖化の防止に努めるとと

もに、その事業活動に伴って生ずる公害を防止 

し、又は自然環境を適正に保全するため、その

責任において必要な措置を講ずること。 

 

第３条 基本理念 

第４条 区の役割 

第５条 区民等の役割 

誰もいない部屋の電気を

消したり、冷暖房の設定温度

を適正に保ったり、今日から

できることを始めようね！ 

夏は 

２８℃ 冬は 

２0℃ 

第６条 事業者の役割 
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（２）第４条の規定により区が実施する環境の保全

に関する施策に協力すること。 

（３）事業活動に関し、区又は区民等に対して環境

保全に関する情報及び環境への負荷に係る情

報を提供すること。 

 

 

 

 

 

  区は、環境の保全に関する施策の総合的かつ計画

的な推進を図るため、大田区環境基本計画（以下「環

境基本計画」という。）を定めるものとする。 

２ 環境基本計画は、次に掲げる事項について定める

ものとする。 

 （１）環境の保全に関する目標 

（２）環境の保全に関する施策の方向 

（３）前２号に掲げるもののほか、環境の保全に関

する重要事項 

３ 区は、環境基本計画を定めるに当たっては、区民

等及び事業者の意見を反映することができるよう必

要な措置を講ずるものとする。 

４ 前項に定めるもののほか、区は、環境基本計画を

定めるに当たっては、第 16 条の規定により設置す

る大田区環境審議会の意見をあらかじめ聴かなけれ

ばならない。 

５ 区は、環境基本計画を定めたときは、速やかにこ

れを公表するものとする。 

６ 前３項の規定は、当該環境基本計画の変更につい

て準用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区は、事務事業を実施するに当たっては、前条の

環境基本計画との整合を図るものとする。 

 

 

区は、区民等及び事業者の活動が環境に著しい影

響を及ぼすおそれのある場合は、その行為者に対し、

環境の保全について適切な配慮がなされるよう要請

を行い、報告を求めることができる。 

２ 前項の要請を受けた者は、速やかに区に報告しな

ければならない。 

 

 

区は、環境への負荷の低減を図るため、区の施設

の建設及び維持管理その他の事業の実施に当たっ

ては、資源の循環的な利用、エネルギーの有効利用

及び廃棄物の減量に努めなければならない。 

 

 

２ 前項に規定するもののほか、区は、環境への負荷

の低減を図るため、区民等及び事業者によるエネル

ギーの有効利用が促進されるよう必要な支援を行う

ものとする。 

 

 

区は、環境の保全に関する情報を区民等及び事業

者に対し、適切に提供するものとする。 

 

 

区は、区民等及び事業者が環境の保全について理

解が深められるよう、環境の保全に関する学習の推

進に必要な措置を講ずるものとする。 

 

 

区は、区民等及び事業者が行う自発的な環境の保

全に関する活動が促進されるよう、必要な措置を講

ずるものとする。 

 

 

 区は、環境の状況を的確に把握するために、必要

な監視及び測定を実施し、その結果を公表するもの

とする。 

 

 

 区は、環境の保全を図るため広域的な取組を必要

とする場合は、国、東京都その他地方公共団体と協

力してその取組の推進に努めるものとする。 

２ 区は、環境の保全を図るため必要がある場合は、

大学又は研究機関と協力してその推進に努めるも

のとする。 

 

 

 

環境基本法（平成５年法律第 91 号）第 44 条の規

定による区長の付属機関として、大田区環境審議会

（以下「審議会」という。）を置く。 

２ 審議会は、区長の諮問に応じて、次に掲げる事項

（他の付属機関の権限に属するものを除く。）を調

査審議し、区長に対して答申又は提言をするものと

する。 

 （１）第７条の環境基本計画に関すること。 

 （２）前号に掲げるもののほか、区の環境の保全に

関する基本的事項に関すること。 

３ 審議会は、区民、事業者、学識経験者、区議会議

員、関係行政機関職員及び区職員のうちから、区長

が委嘱し、又は任命する委員 25 人以内をもって構

成する。 

４ 委員の任期は２年以内とし、欠員が生じた場合の

補充委員の任期は前任者の残任期間とする。ただし、

再任を妨げない。 

５ 前各項に定めるもののほか、審議会の組織及び運

営に関し必要な事項は、規則で定める。 

 

第 10条 資源の循環的な利用等の推進 

第 11条 情報の提供 

第 14条 監視及び測定等 

第 12条 環境学習の推進 

第 13条 区民等及び事業者の自発的な活動の推進 

第 15 条 国、東京都その他地方公共団体等との協力 

第 16 条 大田区環境審議会 

第７条 環境基本計画 

第８条 区施策と環境基本計画の整合性 

第９条 区民等及び事業者に対する要請 

 

 

事業者が省エネを行うとコスト

削減にもつながるね！ 

大田区の環境施策の

基本になるんだね。 

条例の基本理念に掲げた

環境像を実現するための

計画だよ。 
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＜用語解説＞                                                          

 

アルファベット／数字  

ＺＥＢ 

Net Zero Energy Building（ネ

ット・ゼロ・エネルギー・ビル）

の略称で、「ゼブ」と呼びます。

快適な室内環境を実現しながら、

建物で消費する年間の一次エネ

ルギーの収支をゼロにすること

を目指した建物のことです。 

 

ＺＥＨ 

Net Zero Energy House（ネッ

ト・ゼロ・エネルギー・ハウス）

の略称で、「ゼッチ」と呼びます。

「外皮の断熱性能等を大幅に向

上させるとともに、高効率な設

備システムの導入により、室内

環境の質を維持しつつ大幅な省

エネルギーを実現した上で、再

生可能エネルギーを導入するこ

とにより、年間の一次エネルギ

ー消費量の収支がゼロとするこ

とを目指した住宅」です。 

 

３Ｒ＋Renewable 

３Ｒは、Reduce（リデュース）、

Reuse（リユース）、Recycle（リ

サイクル）の３つのＲの総称で

す。 

Reduce（リデュース）は、製品を

つくる時に使う資源の量を少な

くすることや廃棄物の発生を抑

制すること、Reuse（リユース）

は、使用済製品やその部品等を

繰り返し使用すること、Recycle

（リサイクル）は、廃棄物等を原

材料やエネルギー源として有効

利用すること、また、Renewable

は、再生可能な資源に替えるこ

とをいいます。 

 

 

ア 行  

雨水浸透ます 

雨水を地下に浸透しやすくする

施設のことで、底面に砕石を充

填し、集中した雨水をその底面

から地中に浸透させる桝のこと

です。 

 

雨水貯留槽 

屋根に降った雨水を一時的に貯

めるタンクです。植木や庭への

散水、夏場の打ち水にも利用で

き、環境にもやさしい設備です。 

 

おおたクールアクション推進連

絡会 

区民運動「おおたクールアクシ

ョン」を推進するためのプラッ

トフォームとなる組織として、

2020年８月に区民運動に賛同す

る事業者・団体が立ち上げた任

意団体です。 

賛同団体は、自らの事業で排出

する二酸化炭素の削減を図ると

ともに、取組の共有、発信を通じ

て区民運動の拡大を目指します。 

 

カ 行  

区民運動「おおたクールアクシ

ョン」 

2020 年にパリ協定*の運用開始

とあわせスタートした区民運動

です。 

一人ひとりが地球温暖化の問題

を「自分ごと」として捉え、解決

のための行動と対策を実践する

ことで、二酸化炭素の削減を目

指します。 

 

グリーン購入 

製品やサービスを購入する際に、

環境を考慮して、必要性をよく

考え、環境への負荷ができるだ

け少ないものを選んで購入する

ことです。 

 

光化学オキシダントと光化学ス

モッグ 

大気中の窒素酸化物や炭化水素

が、紫外線によって複雑な光化

学反応を起こしてつくられるオ

ゾン等の酸化性物質の総称を光

化学オキシダントといいます。

光化学オキシダントによる大気

汚染は光化学スモッグといわれ、

目がチカチカするといった人体

的影響のほか、植物の葉の組織

を破壊するなどの影響が指摘さ

れています。 

 

公共溝渠 

給排水を目的として造られた水

路のうち溝状のもので、護岸な

どの附属施設を含め、一般公共

の用に供されているものです。 

 

サ 行  

サーマルリサイクル 

廃棄物を燃焼させることにより、

焼却の際に発生する熱エネルギ

ーを回収して利用することです。 

 

再生可能エネルギー 

自然界の中から繰り返し取り出

すことのできるエネルギー（自

然エネルギー）のことで、石油、

石炭などの化石エネルギーと異

なり二酸化炭素を排出しないた

め、クリーンなエネルギーです。

具体的には、「エネルギー供給事

業者による非化石エネルギー源

の利用及び化石エネルギー原料

の有効な利用の促進に関する法

律（エネルギー供給構造高度化

… 本文中「*」にて示している用語について解説 
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法）」において、太陽光、風力、

水力、地熱、太陽熱、大気中の熱

その他の自然界に存する熱、及

びバイオマスが再生可能エネル

ギー源として規定されています。 

 

桜のプロムナード 

桜のプロムナードは、桜と水を

テーマとした散策路です。洗足

流れや旧内川など、かつて人の

暮らしを支えた水の通り道をコ

ースに位置付けています。また、

これらの水路跡は現在、緑道と

して整備され、大田区の主要な

桜の見どころとなっています。 

 

持続可能な開発目標（SDGs） 

持続可能な開発目標（SDGs：

Sustainable Development  

Goals）とは、2001 年に策定され

たミレニアム開発目標（MDGs）の

後継として、2015 年９月の国連

サミットで加盟国の全会一致で

採択された「持続可能な開発の

ための 2030 アジェンダ」に記載

された、2030 年までに持続可能

でよりよい世界を目指す国際目

標です。17 のゴール・169 のタ

ーゲットから構成され、地球上

の「誰一人取り残さない」ことを

誓っています。 

 

食品ロス 

本来食べられるにも関わらず廃

棄されている食品のことで、そ

の量は日本全体で一年間におよ

そ 570 万 t とされています。（令

和元年度推計値/ 農林水産省・

環境省発表）。一方で、国連 WFP

による世界全体の食糧援助量は

約 420 万 t（2019 年）であり、

食品ロスは世界全体の食糧援助

量をはるかに超える量となって

います。 

 

生物多様性 

生きものたちの豊かな個性とつ

ながりのことを言います。地球

上の生きものは 40 億年という

長い歴史の中で、さまざまな環

境に適応して進化し、3,000万種

ともいわれる多様な生きものが

生まれました。これらの生命は

一つひとつに個性があり、全て

直接に、間接的に支えあって生

きています。生物多様性条約で

は、生態系の多様性・種の多様

性・遺伝子の多様性という３つ

のレベルで多様性があるとして

います。 

 

タ 行  

脱炭素社会 

人の活動に伴って発生する温室

効果ガスの排出量と吸収作用の

保全及び強化により吸収される

温室効果ガスの吸収量との間の

均衡が保たれた社会をいいます。 

 

食べきり応援団 

大田区の取組として、区内で、小

盛メニューや量り売り等の実施

により食品ロス削減に取り組む

飲食店、宿泊施設、食料品取扱事

業者等を「大田区食べきり応援

団」として登録しています。その

取組を区として支援、PR するこ

とにより、事業者及び消費者へ

の食品ロス削減に対する意識啓

発を促す一方策としています。 

 

透水性舗装 

水の浸透能力のある舗装のこと

で、普通の舗装より雨水が舗装

の表面を流れずに地下へ浸透し

やすくなり、雨水の流出抑制や

地下水のかん養などの効果があ

ります。 

 

 

特定外来生物 

外来生物（海外起源の外来種）の

うち生態系、人の生命・身体、農

林水産業へ被害を及ぼすもの、

又は及ぼす恐れがある生物で、

156種が指定されています（令和

３年８月現在）。飼養、栽培、保

管、運搬、輸入といった取扱いを

「特定外来生物による生態系等

に係る被害の防止に関する法律

（外来生物法）」で規制されてい

ます。 

 

ハ 行  

パリ協定 

2015 年 12 月にフランス・パリ

で開催された国連気候変動枠組

条約第 21 回締約国会議（COP21）

にて採択された、2020 年以降の

地球温暖化対策の国際的な枠組

みのことです。 

 

ビオトープ 

ドイツ語で生物を意味する「ビ

オ（Bio）」と場所を示す「トープ

（Tope）」の合成語のことです。

本来は１つの生物種にとって必

要な空間のまとまりを意味しま

すが、現在では元来そこにあっ

た自然風景、生態系を回復・保全

した区域を含めます。 

 

マ 行  

緑のカーテン 

ツル性の植物を、窓の外や壁面

に張ったネットなどに這わせて、

カーテンのように覆ったものを

「緑のカーテン」といい、自然の

力を利用した夏場の省エネルギ

ー対策としても活用されていま

す。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「大田区の環境」の表紙は 

区役所で「回収⇒再生」した 

ものを使用しています。 
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